
加
え
て
、
中
国
の
法
律
や
裁
判
に
興
味
を
お
持
ち
の
先
生
方
や
学
生
の
皆

さ
ん
に
紹
介
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
記
事
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
つ
き
ま
し
た
。
解
説
の
部
分
は
飛
ば
し
て
、
翻
訳
の
部
分

放
っ
て
お
く
の
が
も
っ
た
い
な
い
記
事
を
集
め
て
翻
訳
し
、
多
少
解
説
を

れ
る
点
で
、
放
っ
て
お
く
の
が
も
っ
た
い
な
い
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
、

が
そ
れ
ぞ
れ
、
読
む
人
に
中
国
の
法
律
や
裁
判
の
特
色
を
感
得
さ
せ
て
く

の
が
割
合
お
も
し
ろ
い
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
っ
―
つ
の
短
い
記
事

史
料
を
読
ん
で
い
ま
す
と
、
自
分
が
こ
れ
か
ら
先
に
書
こ
う
と
思
っ
て

い
る
論
文
に
は
使
い
そ
う
も
な
い
け
れ
ど
も
、
放
っ
て
お
く
の
は
も
っ
た

い
な
い
記
事
に
よ
く
出
く
わ
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
記
事
は
、
内
容
そ
の
も

は

じ

め

に

中
国
裁
判
逸
話
集

〔
資
料
〕

（
北
宋
太
祖
朝
篇
）

第第第第第第第第第第第第
-t -t 
ニ ー
十九八七六五四 三 ニ ー

話話話話話話話話話話話話
目

次皇
帝
の
罪

太
祖
の
隣
人

公
正
な
武
人

天
下
で
一
番
大
き
な
物

鼎
に
も
耳
が
あ
る

奴
婢
の
姓

告
げ
口
は
癖
に
な
る

太
祖
の
優
し
さ

ス
パ
イ
の
失
敗

太
祖
の
罪
刑
法
定
主
義

子
孫
が
繁
栄
し
た
理
由

太
祖
の
誓
い 佐

立

（ニ
ニ
八）

だ
け
で
も
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

治

人



太
祖
が
宮
城
の
後
園
（
宮
城
の
西
北
隅
に
あ
っ
た
）

で
雀
を
弾
っ
て

【
和
訳
】

水
記
聞
』
は
中
華
書
局
の
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
本
を
見
た
。

罵
曰
、
汝
懐
歯
、
欲
訟
我
邪
。
対
曰
、
臣
不
能
訟
陛
下
。
自
当
有
史
官

愈
怒
、
挙
柱
斧
柄
、
撞
其
口
、
堕
両
歯
。
其
人
徐
俯
拾
歯
置
懐
中
。
上

所
奏
乃
常
事
耳
。
上
怒
、
詰
其
故
。
対
曰
、
臣
以
為
尚
急
於
弾
雀
。
上

太
祖
嘗
弾
雀
於
後
園
。
有
群
臣
称
有
急
事
請
見
。
太
祖
亜
見
之
。
其

七
六
）

【原
文】

聖
政
録
』
を
出
典
と
す
る
、
宋
朝
の
初
代
皇
帝
太
祖
（
在
位
九
六

o
i九

僚
に
金
吊
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
慰
撫
し
ま
し
た
。

「
涼
水
記
聞
』

の
巻
一
に
、
石
介

(
-
0
0
五
-
1
0
四
五
）

唐
律
の
名
例
律
、
十
悪
反
逆
縁
坐
条
に
附
さ
れ
た
疏
（
永
徽
四
年
（
六

五
三）

に
成
る
）

の
問
答
に
、

「非
常
の
断
は
、
人
主
、
こ
れ
を
専
ら
に

す
。（
法
律
か
ら
外
れ
た
決
断
を
下
す
こ
と
は
、
皇
帝
だ
け
が
行
う
こ
と

が
で
き
る
。）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
中
国
の
皇
帝
は
、
法
律
の
外
に
立
つ
存

在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
皇
帝
で
あ
っ
て
も
、
悪
い
こ
と
を

そ
の
資
料
を

一
書
に
ま
と
め
た
も
の
が
『
涼
水
記
聞
』

で
あ
る
。
そ
の

の
『
三
朝

の
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
三
朝
聖

政
録
」
の
「
三
朝
」
は
、
太
祖
・
太
宗
・

真
宗
の
三
皇
帝
を
指
す
。「
涼

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
当
然
、
史
官
が
こ
の
事
を
記
録
し
て
く
れ
る
は

ず
で
す
。」
と
答
え
ま
し
た
。
太
祖
は
こ
の
返
事
が
気
に
入
っ
て
、
臣

書
之
。
上
悦
、
賜
金
吊
慰
労
之
。

六
）
は
、
『
資
治
通
鑑
』

の
続
篇
を
編
む
目
的
で
資
料
を
集
め
て
い
た
。

罵
り
ま
し
た
。
臣
僚
は
、
「
臣
下
で
あ
る
私
が
陛
下
を
訴
え
る
こ
と
は

R

資
治
通
鑑
』

の
編
者
と
し
て
名
高
い
司
馬
光

(
1
0
一
九

-
1
0
八

は
、
「
き
み
は
歯
を
懐
に
し
ま
っ
た
ね
。
私
を
訴
え
る
つ
も
り
か
。
」
と

す
れ
ば
、

歴
史
の
審
判
に
は
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ゆ
っ
く
り
と
う
つ
む
い
て
歯
を
拾
い
、
懐
の
中
に
入
れ
ま
し
た
。
太
祖

て
、
臣
僚
の
口
を
突
き
、

二
本
の
歯
を
落
と
し
ま
し
た
。
そ
の
人
は
、

た
。
太
祖
は
ま
す
ま
す
怒
っ
て
、
柱
斧

（儀
礼
用
の
斧
）
の
柄
を
振
っ

太
祖
は
怒
っ
て
、
そ
の
理
由
を
詰
問
し
ま
し
た
。
臣
僚
は
、
「
私
は
、

雀
を
弾
つ
よ
り
か
は
緊
急
で
あ
る
と
思
っ
た
の
で
す
。」
と
答
え
ま
し

そ
の
臣
僚
が
申
し
上
げ
た
事
は
通
常
の
用
件
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

第

一
話

皇

帝

の

罪

称
し
て
、
面
会
を
求
め
ま
し
た
。
太
祖
が
急
い
で
会
っ
て
み
ま
す
と
、

（
ニ
ニ
七
）

い
た
時
の
こ
と
で
す
。
あ
る
臣
僚
が
、
緊
急
の
用
件
が
ご
ざ
い
ま
す
と



苑
』
は
、
南
宋
の
人
で
あ
る
陳
振
孫
が
著
し
た

『直
斎
書
録
解
題
』
の

（二
ニ
六
）

と
答
え
ま
し
た
。
太
祖
は
こ
れ
を
聞
い
て
後
悔
し
、
厚
く
贈
り
物
を
し

た
の
は
、
雷
徳
譲
と
い
う
人
で
あ
っ
た
。「
国
老
談
苑
』
巻
一

（影
印

ま
す
と
、
徳
醸
は
「
臣
下
で
あ
る
私
が
ど
う
し
て
陛
下
を
訴
え
る
こ
と

「
臣
僚
」
と
し
て
お
い
た
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
太
祖
に
歯
を
折
ら
れ

政
録
』
で
は
、
「
臣
僚
」
が
請
見
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
和
訳
で
は

四
庫
全
書
本
を
見
た
。）
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
『
国
老
談

歯
が
二
本
、
地
面
に
墜
ち
ま
し
た
。
徳
騒
は
歯
を
拾

っ
て
帯
の
中
に
し

ま
い
ま
し
た
。
太
祖
が
徳
騒
に
「
君
は
私
を
訴
え
る
気
か
。」
と
言
い

を
し
ま
し
ょ
う
か
。
当
然
、
史
官
が
こ
の
事
を
書
い
て
く
れ
ま
す
。」

四
庫
全
書』

本
を
見
た
。）
の
巻
十
九
に
収
録
さ
れ
て
い
る

『三
朝
聖

か
「
鎌
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。）
を
持
ち
上
げ
て
徳
騒
を
撞
き
ま
し
た
。

興
六
年

（―

-
三
六
）
に
成
っ
た
曽
悔
編

『類
説
』

（影
印

「文
淵
閣

上
げ
ま
し
た
。
太
祖
は
怒
っ
て
玉
斧

（原
文
。
玉
鍼
。
「
鍼
」
は
「
銀
」

其
人
、
徐
ろ
に
俯
い
て
歯
を
拾
い
、
懐
中
に
置
く
。
上
、
罵
り
て
曰
わ

く
、
汝
、
歯
を
懐
に
す
。
我
を
訟
え
ん
と
欲
す
る
か
、
と
。
対
え
て
曰

こ
の
文
の
は
じ
め
に
「
群
臣
」
が
太
祖
に
請
見
し
た
と
あ
る
が
、
紹

の
用
事
と
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
に
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。」
と
申
し

徳
騒
は
「
陛
下
は
鷹
を
放
つ
こ
と
を
急
ぎ
の
用
事
と
し
、
裁
判
を
通
常

書
す
べ
し
、
と
。
上
、
悦
び
、
金
吊
を
賜
い
て
之
れ
を
慰
労
す
。

で
鷹

（原
文
。
鷲
禽
）
を
放
っ
て
い
ま
し
た
が
、
面
会
に
応
じ
ま
し
た
。

わ
く
、
臣
、
陛
下
を
訟
う
る
能
わ
ず
。
自
ら
当
に
史
官
有
り
て
之
れ
を

で
、
そ
の
日
の
皇
帝
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
は
な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、

雷
徳
騒
は
皇
帝
に
面
会
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
太
祖
は
後
苑

で
す
。
あ
る
日
、
疑
獄
案
件
に
皇
帝
の
裁
決
を
仰
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
の

い
よ
怒
り
、
柱
斧
の
柄
を
挙
げ
て
其
の
口
を
撞
き
、
両
歯
を
堕
と
す
。

判
所
の

一
っ
。
死
刑
案
件
の
審
査
を
担
当
す
る
。）

だ
っ
た
時
の
こ
と

曰
わ
く
、
臣
以
て
尚
お
弾
雀
よ
り
も
急
な
り
と
為
す
、
と
。
上
、

【
訓
読
】

い
よ

雷
徳
騒
が
大
理
寺
の
長
官

（原
文
。
判
大
理
寺
。
大
理
寺
は
最
高
裁

こ
ろ
、
乃
ち
常
事
な
る
の
み
。
上
、
怒
り
、
其
の
故
を
詰
す
。
対
之
て

【
和
訳
】

て
請
見
す
る
有
り
。
太
祖
、
亜
や
か
に
之
れ
を
見
す
。
其
の
奏
す
る
と

太
祖
、
嘗
て
雀
を
後
園
に
於
て
弾
つ
。
群
臣
の
、
急
事
有
り
と
称
し

を
著
せ
ず
。」
と
記
さ
れ
て
い
る

（「
四
庫
全
書
提
要
』
）
。

巻
十

一
、
小
説
家
類
に
「
国
老
間
談
二
巻
。
夷
門
君
玉
撰
と
称
す
。
姓



怒
っ
て
、
左
右
の
者
に
命
じ
て
徳
駿
を
ひ
き
ず
り
出
さ
せ
、
詔
し
て
死
刑

（原
文
。
臣
値
陛
下
日
肝
未
食
、
方
震
威
厳
爾
。）
」
と
答
え
た
。
太
祖
は

ず
、
ま
さ
に
威
厳
を
震
っ
て
お
ら
れ
る
の
に
出
く
わ
し
た
だ
け
で
す
。

た
だ
し
、
太
祖
が
行
っ
た
慮
囚
は
、
た
だ

一
回
だ
け
し
か
記
録
さ
れ
て

【
原
文
】
ママ

雷
徳
譲
、
判
大
理
寺
。
一

日
、
有
疑
諏
、
非
次
請
対
。
時
太
祖
、
放

ママ

鷲
禽
於
後
苑
。
見
。
徳
譲
奏
曰
、
陛
下
以
放
禽
為
急
、
刑
獄
為
常
。
臣

ママ

窃
未
喩
。
上
怒
、
挙
持
玉
鍼
撞
之
。

二
歯
墜
地
。
徳
譲
拾
而
結
於
帯
中
。

ママ

上
謂
日
、
汝
待
訴
我
耶
。
徳
譲
曰
、
臣
安
敢
訴
陛
下
。
自
有
史
官
書
之
。

上
従
而
悔
、
厚
賜
以
遣
之
。

騒

（九

一
八
ー
九
九
二）

は
、
字
は
善
行
、
後
周
広
順
三
年

（九
五
三）

の
進
士
。
宋
に
仕
え
て
判
大
理
寺
に
任
じ
ら
れ
た
。
大
理
寺
の
官
吏
が
宰

相
趙
普
に
へ
つ
ら
っ
て
、
被
告
人
の
刑
を
勝
手
に
重
く
し
て
い
る
の
で
、

太
祖
に
面
会
し
て
直
接
そ
の
こ
と
を
報
告
し
よ
う
と
し
た
。
ま
だ
面
会
に

引
導
さ
れ
な
い
う
ち
に
、
自
分
か
ら
講
武
殿

（皇
帝
と
面
会
す
る
御
殿
）

に
押
し
か
け
て
上
奏
し
た
。
言
葉
も
態
度
も
猛
烈
で
あ
っ
た
。
太
祖
が
と

が
め
る
と
、
徳
駿
は
「
私
は
陛
下
が
日
が
暮
れ
て
も
ま
だ
食
事
を
な
さ
ら

の
映
西
省
商
県
）

太
祖
の
隣
人

（
ニ
ニ
五）

に
処
す
る
よ
う
命
じ
た
。
ほ
ど
な
く
怒
り
が
解
け
、
徳
験
を
商
州
（
現
在

の
司
戸
参
軍
に
降
官
し
た
。
こ
の
よ
う
に

『宋
史
』
巻

囚
人
の
中
に
、
冤
罪
の
者
や
裁
判
が
不
当
に
長
引
い
て
い
る
者
が
い
な

い
か
ど
う
か
調
査
す
る
こ
と
を
、
「
慮
囚
」
ま
た
は
「
録
囚
」
と
称
す
る
。

漢
代
以
来
、
皇
帝
自
ら
が
、
定
期
的
に
、
あ
る
い
は
不
定
期
に
、
京
師
の

巻
一
九
九
、
刑
法
志
に
、
「
宋
が
興
る
と
、
五
代
十
国
の
乱
世
を
承
け
、

太
祖
・
太
宗
は
、
重
い
刑
法
を
頗
る
用
い
て
、
邪
悪
な
者
を
罰
し
た
。
歳

時
に
自
ら
裁
判
と
慮
囚
と
を
行
い
、
明
確
で
慎
重
で
あ
ろ
う
と
務
め
、
真

心
と
思
い
や
り
と
を
根
本
精
神
と
し
た
。（
原
文
。
宋
典
、
承
五
季
之
乱
、

太
祖

・
太
宗
、
頗
用
重
典
、
以
縄
姦
懸
。
歳
時
妃
自
折
獄
慮
囚
、
務
底
明

慎
、
而
以
忠
厚
為
本
。
）
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
同
書
巻
二
百

一
、

刑
法
志
に
、

「
天
子
、
歳
ご
と
に
自
ら
京
師
の
繋
囚
を
録
す
。」
と
あ
る
。

い
な
い
。
『
宋
史
』
巻
二
、
太
祖
本
紀
、
乾
徳
四
年
（
九
六
六
）

八
月
乙

卯
条
に
、
「
囚
を
録
す
。」、

『続
資
治
通
鑑
長
編
j

巻
七
、
乾
徳
四
年
八
月

原
文
に
「
雷
徳
譲
」
と
あ
る
が
、
「
雷
徳
駿
」
の
誤
り
で
あ
る
。
雷
徳
獄
囚
を
録
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
宋
代
で
も
同
様
で
あ
っ
て
、

「宋
史
』

第
二
話

二
七
八
、

雷
徳
騒
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
。

て
下
が
ら
せ
ま
し
た
。

四



た
。
「
私
は
東
華
門

（首
都
開
封
の
宮
城
と
皇
城
と
を
南
北
に
区
分
し

て
、
帝
室
と
の
関
係
を
質
問
さ
せ
ま
し
た
。
す
る
と
囚
人
は
答
え
ま
し

み
ず
か

ゆ
る

乙
卯
条
に
、
「
上
、
講
武
殿
に
御
し
、
親
ら
繋
囚
を
録
す
。
原
し
減
ず
る

と
こ
ろ
多
し
。」、

『宋
会
要
輯
稿
』
刑
法
五
之
一
、
親
決
獄
に
、
「
太
祖
乾

録
す
。
宥
に
会
う
者
数
十
人
。」
と
あ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
、

乾
徳
四
年
八
月
乙
卯
は
、

『三
正
綜
覧
』
に
従
え
ば
、

二
十
三
日
で
あ
る
。

そ
の
録
囚
の
時
の
事
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
苑
鎮

（一

「
私
が
陛
下
の
隣
人
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
下
さ
い
。」
太
祖

は
、
自
分
の
先
祖
が
幽
州
（
原
文
。
燕
荊
。
燕
は
幽
州
、
前
は
幽
州
の

附
郭
県
の
前
県
。
現
在
の
北
京
市
。）

に
住
ん
で
い
た
時
に
、
こ
の
囚

人
は
隣
人
だ

っ
た
の
か
、
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
係
官
を
遣
わ
し

記
さ
れ
て
い
る
。「
東
斎
記
事
』
は
中
華
書
局
の
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
本

五

閲
事
の
所
な
り
。」
と
あ
る
か
ら
、
講
武
殿
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
で

て
東
西
に
走
る
道
路
の
東
門
）

の
門
前
町
に
住
ん
で
い
ま
す
。」
太
祖

一
日
御
後
殿
慮
囚
。
内
有

一
囚
告
、
念
臣
是
官
家
郡
人
。
太

祖
以
為
燕
荊
郡
人
、
遣
問
之
。
乃
云
、
臣
住
東
華
門
外
。
太
祖
笑
而
宥

一
囚
有
り
て
告
ぐ
、

燕
前
の
鄭
人
な
ら
ん
、
と
。
遣
わ
し
て
之
れ
を
問
わ
し
む
。
乃
ち
云
う
、

殿
を
崇
政
殿
・
保
和
殿
と
曰
う
。」
と
あ
り
、

『宋
史
』
巻
八
十
五
、
地

理
志
、
東
京
の
項
に
、
「
宮
後
に
崇
政
殿
有
り
。（
原
注
。
旧
名
、
簡

賢
・
講
武
。
太
平
典
国
二
年

（九
七
七
）
、
今
の
名
に
改
む
。（
後
略
）
）

あ
ろ
う
。

太
祖
が
囚
人
を
「
燕
荊
」
の
隣
人
か
と
思
っ
た
の
は
、
太
祖
自
身
は

慮
囚
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
人
の
囚
人
が
申
し
上
げ
ま
し
た
。

「
後
殿
」
と
は
、
孟
元
老

「東
京
夢
華
録
」
巻
一
、
大
内
に
、
「
後

太
祖
は
、
あ
る
日
、
後
殿

（講
武
殿
を
指
す
。）
に
御
出
座
に
な
り
、

【
和
訳
一

臣
は
東
華
門
外
に
住
む
、
と
。
太
祖
、
笑
い
て
之
れ
を
宥
す
。

を
見
た
。

太
祖
、

（ニ
ニ
四
）

臣
は
是
れ
官
家
の
鄭
人
な
る
を
念
わ
れ
よ
、
と
。
太
祖
お
も
え
ら
く
、

一
日
、
後
殿
に
御
し
て
慮
囚
す
。
内、

0
0
八
-
1
0
八
八
）

の
『
東
斎
記
事
』

の
巻
一
に
、
次
の
よ
う
な
話
が

【
訓
読
ー

之
。 太
祖
、

徳
四
年
八
月
二
十
四
日
、
帝
、
講
武
殿
に
御
し
、
親
ら
開
封
府
の
繋
囚
を

【
原
文
】

は
笑
っ
て
、
そ
の
囚
人
を
釈
放
し
て
や
り
ま
し
た
。



と
い
う
比
較
的
軽
い
罪
を
犯
し
た
と
さ
れ
る
囚
人
は
釈
放
さ
れ
る
慣
わ

こ
。
t
 
は
、
市
井
、
最
も
盛
ん
な
り
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
繁
華
街
で
あ
っ

持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
十
二
、
太
祖
、
開
宝

そ
の
後
も
馬
仁
瑶
は
、
「
宋
史
』
本
伝
を
読
む
限
り
、
勉
強
し
た
形
跡

て
遊
び
、
自
分
が
将
軍
に
な
っ
て
、
毎
日
、
彼
ら
と
集
合
時
刻
を
約
束
し
、

学
堂
に
放
火
し
た
。
博
士
は
何
と
か
着
の
身
着
の
ま
ま
で
脱
出
し
た
。
仁

ま
た
、
郷
校
で
孝
経
を
習
わ
せ
た
が
、
十
日
余
り
で
一
字
も
覚
え
ら
れ
な

洛
陽
の
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
祖
父
の
頃
ま
で
は
燕
前
即
ち
幽
州
に
家
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
太
祖
の
高
祖
父
は
燕
前
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
高

系

一
之
一

）。

(「
宋
会
要
輯
稿
』
帝

「東
華
門
外
」
は
、

『東
京
夢
華
録
』
巻
一
、
大
内
に
、
「
東
華
門
外

ゆ
る

「
太
祖
、
笑
い
て
之
れ
を
宥
す
。」
と
あ
る
が
、

『宋
史
』
巻
二
百

一
、

刑
法
志
に
、
「
天
子
、
歳
ご
と
に
自
ら
京
師
の
繋
囚
を
録
す
。（
中
略
）

ゆ
る

杖
．
笞
は
之
れ
を
釈
す
。
或
い
は
徒
罪
も
亦
た
釈
さ
る
る
を
得
。」
と

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
皇
帝
が
慮
囚
を
行
う
際
に
は
、
笞
罪
・
杖
罪

し
で
あ
っ
た
。
「
陛
下
の
隣
人
で
す
。」
と
主
張
し
た
囚
人
も
、
お
そ
ら

く
は
軽
い
罪
の
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
な
く
て
も
釈

放
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
三
話

公
正
な
武
人

太
祖
・
太
宗
の
中
国
統

一
事
業
に
将
軍
と
し
て
貢
献
し
、
契
丹
に
対
す

る
守
将
の
役
割
も
担
っ
た
馬
仁
璃
（
九
三
三
ー
九
八
二
）
は
、
生
粋
の
武

る
。
十
余
歳
の
時
、
父
が
彼
を
就
学
さ
せ
た
が
、
た
ち
ま
ち
逃
げ
帰

っ
た
。

祖
父
・
曽
祖
父
・
祖
父
の
墓
は
幽
州
に
あ

っ
た

「
馬
仁
瑶
は
、
大
名
府
夏
津
県
（
現
在
の
山
東
省
夏
津
県
）

さ
れ
て
い
る
。

（二
ニ
三）

の
人
で
あ

人
で
あ
っ
た
。
少
年
時
代
は
、
勉
強
嫌
い
に
も
程
が
あ
る
、
と
言
う
べ
き

有
り
様
で
あ
っ
て
、

『宋
史
』
巻
二
七
三
、
馬
仁
瑶
伝
に
次
の
よ
う
に
記

か
っ
た
。
博
士
が
彼
を
笞
打
つ
と
、
仁
瑶
は
夜
中
に
一
人
で
忍
び
寄
っ
て
、

瑶
は
常
に
里
中
の
子
供
達
数
十
人
を
集
め
て
、
彼
ら
と
軍
隊
ご
っ
こ
を
し

時
刻
に
遅
れ
た
者
を
鞭
打
っ
た
。
子
供
達
は
皆
、
畏
れ
て
服
従
し
た
。
ま

た
、
果
物
を
買
っ

て
彼
ら
に
公
平
に
与
え
た
の
で
、
子
供
達
は
ま
す
ま
す

親
し
み
服
し
た
。
成
長
す
る
と
、

弓
術
を
得
意
と
し
、

二
百
斤

（約

一
三

g
 

k
 

0

)
の
重
さ
の
弓
を
挽
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。」

は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
彼
は
、
公
正
な
裁
判
を
立
派
に
行
う
能
力
は

四
年
（
九
七
一

）
六
月
庚
辰
条
、
及
び

「宋
史
』
本
伝
に
、
次
の
よ
う
な

記
事
が
出
て
く
る
。『
長
編
』
も

『宋
史
』
も
ほ
ぽ
同
文
で
あ
る
が
、
『
長

....L. 

ノ‘



し
た
。

を
下
し
、
殺
さ
れ
た
民
の
家
族
に
葬
俄
費
用
と
し
て
布
吊
を
給
付
し
ま

を
乱
す
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。」
そ
し
て
律
の
規
定
通
り
に
判
決

し
て
、
犯
人
が
自
分
の
親
戚
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
国
家
の
法
律

の
権
勢
を
笠
に
着
て
し
た
こ
と
で
す
。
過
失
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う

い
と
き
は
、
『
宋
刑
統
』
の
規
定
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た。

じ
て
、
裁
判
官
は
、
「
宋
刑
統
』

の
長
官
で
す
。
そ
し
て
私
の
兄
の
子
が
人
を
殺
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
私

し
ま
す
。」
と
申
し
出
ま
し
た
。
仁
瑶
は
言
い
ま
し
た
。
「
私
は
こ
の
州

過
誤
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
過
失
殺
傷
の
罪
で
裁
い
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い

ら
、
「
前
々
か
ら
の
恨
み
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
の

当
た
る
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
殺
さ
れ
た
民
の
家
族
が
自

七

の
規
定
を
改
正
し
た
法
律
が
存
在
し
な

刑
統
j

の
条
文
を
意
味
す
る
。「
宋
刑
統
』
は
、
太
祖
の
建
隆
四
年

（九

こ
と
律
の
如
く
し
、
民
家
に
布
吊
を
給
し
て
棺
敏
の
具
と
為
さ
し
む
。

而
し
て
兄
の
子
、
人
を
殺
す
。
此
れ
勢
を
佑
む
の
み
、
過
失
に
非
ざ
る

う
、
宿
憾
有
る
に
非
ず
、
但
だ
過
誤
な
る
の
み
。
願
わ
く
は
過
失
殺
傷

良
な
民

（原
文
。
平
民
）
を
殺
し
ま
し
た
。
牢
獄
に
繋
が
れ
、
死
刑
に

エ
イ

開
宝
四
年
、
馬
仁
瑶
は
濠
州

（現
在
の
河
北
省
河
間
県
）

の
防
禦
使

誤
っ
て
平
民
を
殺
す
。
獄
に
繋
が
れ
死
に
当
て
ら
る
。
民
家
、
自
ら
言

を
以
て
論
ぜ
ら
れ
ん
こ
と
を
、
と
。
仁
瑣
曰
わ
く
、
我
れ
長
吏
た
り
。

な
り
。
登
に
敢
て
私
親
を
以
て
国
法
を
乱
さ
ん
や
、
と
。
遂
に
論
ず
る

「
遂
に
論
ず
る
こ
と
律
の
如
く
す
」
と
あ
る
が
、
こ
の

「律
」
は

「宋

六
三
）
に
編
纂
さ
れ
た
、
宋
朝
の
基
本
的
な
刑
法
典
で
あ
る
。
宋
代
を
通

し
ま
し
た
。
彼
の
兄
の
子
が
、
あ
る
時
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
、
誤
っ
て
善

（
ニ
ニ
ニ
）

開
宝
四
年
、
瀑
州
防
禦
使
に
遷
る
。
兄
の
子
、
嘗
て
酔
に
因
り
て

（軍
事
を
治
め
る
。
州
の
民
政
長
官
で
あ
る
刺
史
を
兼
ね
る
。）

に
転
任

【
訓
読
】

乱
国
法
哉
。
遂
論
如
律
、
給
民
家
布
吊
為
棺
敏
具
。

【
和
訳
】

我
為
長
吏
、
而
兄
子
殺
人
。
此
佑
勢
爾
、
非
過
失
也
。
登
敢
以
私
親
而

本
伝
の
文
を
掲
げ
る
。

絹
』
の
文
は
、
法
律
用
語
の
表
記
に
脱
落
・
転
倒
が
あ
る
の
で
、

『宋
史
』

民
家
自
言
、
非
有
宿
憾
、
但
過
誤
爾
。
願
以
過
失
殺
傷
論
。
仁
瑶
曰
、

開
宝
四
年
、
遷
濠
州
防
禦
使
。
兄
子
嘗
因
酔
誤
殺
平
民
、
繋
獄
当
死
。

【
原
文
】



の
用
語
と
し
て
の
意
味
で
あ
る
。
な
お
、
今
掲
げ
た
誤
殺
傷
条
は
、
唐
律

こ
と
を
顧
」

っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
過
失
殺
傷
」
は
、
闘
訟
律
の

用
す
る
と
死
刑
に
至
る
と
き
は
、
刑
一
等
を
減
じ
る
。
）
」
と
定
め
ら
れ
て

に
当
た
る
。

け
ん
か
の
相
手
を
殺
傷
し
た
と
き
の
規
定
を
適
用
す
る
。
そ
の
規
定
を
適

「
闘
殴
し
て
人
を
殺
す
者
は
絞
す
。」
と
い
う
規
定
が
適
用
さ
れ
、
死
刑

傷
す
る
者
は
、
闘
殺
傷
を
以
て
論
ず
。
死
に
至
る
者
は

一
等
を
減
ず
。

律
」
、
巻
二
十
九
・
巻
三
十
が
「
断
獄
律
」
で
あ
る
。

律
疏
が
そ
っ
く
り
採
用
さ
れ
て
い
る
。
『
宋
刑
統
』
三
十
巻
の
各
巻
に
は
、

唐
律
の
篇
目
が
標
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
巻
一
か
ら
巻
六

ま
で
が
「
名
例
律
」
、
巻
七
・
巻
八
が
「
衛
禁
律
」
、
巻
九
か
ら
巻
十

一
ま

で
が
「
職
制
律
」
、
巻
十
二
か
ら
巻
十
四
ま
で
が

「戸
婚
律
」
、
巻
十
五
が

「厩
庫
律
」
、
巻
十
六
が
「
檀
興
律
」
、
巻
十
七
か
ら
巻
二
十
ま
で
が
「
賊

盗
律
」
、
巻
二
十

一
か
ら
巻
二
十
四
ま
で
が

「闘
訟
律
」
、
巻
二
十
五
が

「詐
偽
律
」
、
巻
二
十
六

・
巻
二
十
七
が
「
雑
律
」
、
巻
二
十
八
が

「捕
亡

馬
仁
瑶
の
兄
の
子
が
「
酔
に
因
り
て
平
民
を
誤
殺
し
、
獄
に
繋
が
れ
死

に
当
て
ら
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
誤
殺
」
と
は
、

「宋
刑
統
』
巻
二

十
三
、
闘
訟
律
、
誤
殺
傷
門
、
誤
殺
傷
条
に
、
「
闘
殴
し
て
労
人
を
誤
殺

（け
ん
か
を
し
て
い
て
、
傍
ら
に
い
た
人
を
誤
っ
て
殺
傷
し
た
者
に
は
、

い
る
よ
う
に
、
攻
撃
す
る
つ
も
り
の
相
手
で
は
な
い
人

（家
畜
を
誤
殺
す

る
罪
も
あ
る
。）
を
間
違
え
て
殺
す
、
と
い
う
の
が
、
『
宋
刑
統
』

の
条
文

『宋
刑
統
』
で
は
、
唐
律
の
全
五
百
条
及
び
唐
律
の
公
定
の
注
釈
で
あ
る

（ニニ

―)

『宋
刑
統
』

の

「律
」
「
律
文
」
「
律
疏
」
、
あ
る
い
は
単
に
「
律
」
「
律
文
」
「
律
疏
」
と

は
、
誤
殺
が
死
刑
に
至
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
「
民
家
自
ら
、
宿
憾

（前
々
か
ら
の
恨
み
）
有
る
に
非
ず
、
と
言
う
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

加
害
者
は
被
害
者
に
対
し
て

一
時
的
な
悪
感
情
は
抱
い
た
ら
し
い
。
す
る

と
被
害
者
は
、
加
害
者
の
攻
撃
対
象
で
は
な
か
っ
た
の
に
間
違
え
て
殺
さ

れ
た
の
で
は
な
く
、

は
じ
め
か
ら
加
害
者
の
攻
撃
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
記
事
に
「
誤
殺
」
と
あ
る
の
は
、

律
の
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
酔
っ
て
い
た
の
で
攻
繋

の
手
加
減
が
で
き
ず
に
思
わ
ず
相
手
を
殺
し
た
、
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ

て
い
る
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
闘
訟
律
の

被
害
者
の
家
族
が
加
害
者
の
た
め
に
「
過
失
殺
侮
を
以
て
論
ぜ
ら
れ
ん

条
文
に
「
過
失
に
て
人
を
殺
傷
す
る
者
は
各
々
、
其
の
状
に
依
り
、
贖
を

「
平
民
を
誤
殺
し
て
」
「
死
に
当
て
ら
る
」
と
あ
る
が
、
律
の
規
定
で

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

『宋
刑
統
』
に
採
用
さ
れ
た
条
文
を
、
こ
れ
か
ら
は

か
ら
「
宋
刑
統
』
に
採
用
さ
れ
た
条
文
で
あ
る
。
唐
律
及
び
律
疏
か
ら

J¥ 



け
で
あ
る
。

刑
の
軽
重
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
過
失
で
人
を
殺
傷
し
た
者
は
、
ま
ず
、

つ
。
）
に
、
「
耳
目
の
及
ば
ざ
る
と
こ
ろ
、
思
慮
の
到
ら
ざ
る
と
こ
ろ
、
共

に
重
き
物
を
挙
げ
て
、
力
の
制
せ
ざ
る
と
こ
ろ
、
も
し
く
は
高
き
に
乗
り
、

危
き
を
履
み
、
足
、
鉄
き
、
及
び
禽
獣
を
撃
つ
に
因
り
、
以
て
殺
傷
を
致

た
ぐ
い

す
の
属
、
皆
な
是
れ
な
り
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
「
過
失

殺
傷
」
と
は
、
被
害
者
を
攻
撃
す
る
つ
も
り
は
全
く
な
い
の
に
殺
傷
す
る

行
為
を
意
味
す
る
。

闘
訟
律
に
は
、
闘
殴
殺
偽
の
被
害
の
程
度
に
応
じ
て
、
闘
殴
殺
傷
罪
の

傷
害
の
程
度
に
応
じ
て
、
闘
殴
殺
傷
罪
が
適
用
さ
れ
る
。
次
に
、
名
例
律

の
五
刑
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
、
各
刑
に
対
応
す
る
贖
銅
の
額
に
従
っ
て
、

闘
殴
殺
傷
罪
の
刑
に
対
応
す
る
額
の
贖
銅
が
科
さ
れ
、
そ
の
贖
銅
な
い
し

そ
れ
に
相
当
す
る
額
の
金
品
を
被
害
者
の
家
へ
納
入
す
る
の
で
あ
る
。
加

害
者
が
過
失
で
被
害
者
を
殺
し
た
と
す
る
と
、
闘
殴
殺
人
罪
の
絞
刑
に
対

応
す
る
贖
銅
百
二
十
斤

（一

斤
は
約
六
四
十
グ
ラ
ム
）
な
い
し
そ
れ
相
当

の
金
品
を
、
加
害
者
は
被
害
者
の
家
へ
納
入
し
、
実
刑
を
免
除
さ
れ
る
わ

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
被
害
者
の
家
族
が
裁
判
官
に
向
か
っ
て
、

本
注
（
律
の
条
文
と
同
時
に
作
ら
れ
た
注
で
、
条
文
と
同
等
の
効
力
を
持

以
て
論
ず
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
条
文
に
附
さ
れ
た

九

闘
訟
律
の
「
闘
殴
し
て
人
を
殺
す
者
は
絞
す
。
」
の
規
定
を
適
用
し
て
、

さ
ん
や
。」
と
見
得
を
切
っ
て
、
「
論
ず
る
こ
と
律
の
如
く
」
し
た
、
即
ち

闘
殴
殺
を
越
え
て
、
故
殺
（
故
意
殺
人
）

の
法
を
適
用
し
て
も
よ
い
ぐ
ら

損
ね
た
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、

い
ざ
と
な
っ
た
ら
、
防
禦
使
で
あ
る
叔

岩
波
書
店
。
初
出
は
一
九
五
四
年
）
は
、
「
宋
代
の
人
民
は
、
ど
ん
な
法

て
、
法
律
を
引
い
て
、
自
ら
の
意
見
を
申
し
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
宮

「
過
失
殺
傷
」
の
法
律
を
加
害
者
に
適
用
し
て
く
れ
る
よ
う
請
願
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
被
害
者
は
「
平
民
」
、
即
ち
善
良
な
「
民
」
（
「
平
」
は
罪

が
無
い
こ
と
）

で
あ
る
か
ら
、
被
害
者
の
家
族
も
「
民
」
で
あ
る
。

つ
ま

り
、
こ
の
記
事
で
は
、
官
僚
で
は
な
い
一
般
人
民
が
、
裁
判
官
に
向
か
っ

崎
市
定
「
宋
元
時
代
の
法
制
と
裁
判
機
構
」
（
「
全
集
』
第
十
一
巻
所
収
、

に
よ
っ
て
裁
判
さ
れ
る
か
を
少
し
も
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。」
(
-
五

六
頁
）
と
書
い
て
い
る
け
れ
ど
も
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

被
害
者
の
家
族
か
ら
の
申
し
出
に
対
し
て
馬
仁
瑶
は
、
「
此
れ
勢
を
佑

む
の
み
、
過
失
に
非
ざ
る
な
り
。」
と
答
え
た
。
加
害
者
は
、
被
害
者
を

攻
撃
す
る
つ
も
り
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
手
加
減
し

父
が
助
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
依
頼
心
を
抱
い
て
い
た
か
ら
、
攻
撃

に
力
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
過
失
殺
の
法
を
適
用
で
き
な
い
ど
こ
ろ
か
、

い
で
あ
る
。
そ
し
て
馬
仁
瑶
は
、
「
登
に
敢
え
て
私
親
を
以
て
国
法
を
乱

（ニ
ニ
0
)



が
記
さ
れ
て
い
る
。

筆
談
』

巻
二
五
六
、
趙
普
伝
）
。
沈
括

(
1
0
三
一

-
1
0
九
五
）

に
た
と
え
、
大
事
も
小
事
も
す
べ
て
彼
に
相
談
し
て
決
め
た

は
じ
め
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
少
年
時
代
の
馬
仁
瑶
は
、
勉
強
嫌
い
に

数
十
人
の
遊
び
仲
間
に
均
等
に
分
配
す
る
公
平
な
性
質
を
示
し
て
い
た
。

こ
の
公
平
な
性
質
が
、
後
年
、
馬
仁
瑶
に
上
記
の
よ
う
な
公
正
な
裁
判
を

行
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

天
下
で

一
番
大
き
な
物

趙
普
（
九
ニ

ニ
ー
九
九
二
）

一
方
、
果
物
を
買
っ
て
、

は
、
太
祖
擁
立
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
趙
匡
又

の
功
臣
で
あ
る
。
乾
徳
二
年
（
九
六
四
）
に
門
下
侍
郎
・
同
中
書
門
下
平

章
事
即
ち
宰
相
に
任
じ
ら
れ
た
。
太
祖
は
宰
相
趙
普
を
自
分
の
左
右
の
手

(
「
宋
史
』

の
『
続
夢
淡

（胡
道
静

「
夢
漢
筆
談
校
証
』
下
（
世
界
書
局
、
中
華
民
国
七
十

八
年
）
を
見
た
。）

に
、
太
祖
と
趙
普
と
が
交
わ
し
た
次
の
よ
う
な
会
話

て
、
陛
下
の
刑
賞
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
陛
下
の
喜
怒
で
も
っ
て

酬
い
る
の
は
、
古
今
の
通
道
で
す
。
か
つ
刑
賞
は
、
天
下
の
刑
賞
で
あ
っ

可
を
求
め
た
。
太
祖
は
怒
っ
て
「
朕
は
絶
対
に
昇
任
を
許
さ
な
い
。
さ
あ

ど
う
す
る
。
」
と
言
っ
た
。
趙
普
は
「
刑
で
悪
を
懲
ら
し
め
、
賞
で
功
に

陛
下
が
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。（
原
文
。
刑
以
懲
悪
、

そ
の
人
を
嫌
っ
て
い
た
の
で
、
昇
任
を
許
さ
な
か
っ
た
。
趙
普
は
堅
く
許

の
時
、
功
を
立
て
た
の
で
昇
任
す
べ
き
臣
僚
が
い
た
。
太
祖
は
も
と
も
と

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
司
馬
光
『
沫
水
記
聞
』
巻
一
に
記
さ
れ
て
い
る
。
太
祖

「
天
下
で
一
番
大
き
な
物
は
道
理
で
す
。
」
と
答
え
た
趙
普
な
ら
で
は

（
太
祖
の
弟
。
後
の
太
宗
）
と
と
も
に
計
画
し
成
功
さ
せ
た
、
宋
朝
開
国

第
四
話

如
前
。
普
対
曰
、
道
理
最
大
。
上
屡
称
善
。

【
原
文
】

も
程
が
あ
る
、
と
言
う
べ
き
有
り
様
で
あ
っ
た
。

兄
の
子
に
絞
刑
の
判
決
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

い
で
い
る
う
ち
に
、
太
祖
は
再
び
「
天
下
で

一
番
大
き
な
物
は
何
で
す

か
。」
と
質
問
し
ま
し
た
。
趙
普
は
「
道
理
が
一
番
大
き
い
で
す
。」
と

答
え
ま
し
た
。
太
祖
は
何
度
も
「
よ
し
、
よ
し
。
」
と
言
い
ま
し
た
。

太
祖
皇
帝
嘗
問
趙
普
曰
、
天
下
何
物
最
大
。
普
熟
思
未
答
間
、
再
問

大
き
な
物
は
何
で
す
か
。
」
趙
普
が
じ
っ
く
り
考
え
て
、
ま
だ
答
え
な

太
祖
皇
帝
が
、
あ
る
時
、
趙
普
に
質
問
し
ま
し
た
。
「
天
下
で

一
番

【
和
訳
】

1
0
 
（ニ―

九）



い
な
い
の
か
ね
。
」
左
右
の
者
に
命
じ
て
庭
を
数
周
、
雷
徳
験
を
ひ
き

（ニ―

八
）

「宋
会
要
輯
稿
』
を
検
索
す
る
限
り
、
雷
徳
験
が
御
史
中
丞
に
任
じ
ら
れ

「
御
史
中
丞
雷
徳
騒
」
と
あ
る
が
、
「
宋
史
』
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』

り
、
賄
賂
を
集
め
取
っ
て
い
る
、
と
上
奏
し
て
弾
劾
し
ま
し
た
。
太
祖

ば
ら
く
汝
を
赦
す
。
外
人
を
し
て
知
ら
し
む
る
勿
か
れ
、
と
。

【
和
訳
】

賞
也
。
登
得
以
喜
怒
専
之
。）
」
と
言
っ
た
。
太
祖
は
大
変
怒
っ
て
席
を

立
っ
た
。
趙
普
も
ま
た
く
つ
つ
い
て
い

っ
た
。
太
祖
が
内
宮
に
入
っ
て
し

ま
う
と
、
趙
普
は
宮
門
に
立
ち
、

い
つ
ま
で
も
帰
ら
な
か

っ
た
。
太
祖
は

れ
た
話
及
び
彼
が
案
内
を
待
た
ず
に
太
祖
の
所
に
押
し
か
け
て
太
祖
を
怒

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

「涼
水
記
聞
』
巻

一
に
記
さ
れ
て
い
る
話
で

御
史
中
丞
の
雷
徳
譲
が
、
趙
普
が
他
人
の
邸
宅
を
無
理
や
り
買
い
取

は
怒
っ
て
、

雷
徳
騒
を
叱
り
つ
け
て
言
い
ま
し
た
。
「
鼎
や
な
べ
に
さ

え
耳
が
あ
る
。
君
は
趙
普
が
我
が
国
家
の
柱
臣
で
あ
る
こ
と
を
聞
い
て

ず
ら
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
態
度
を
や
わ
ら
げ
て
、
雷
徳
騒
に
冠
を
も
と

に
戻
さ
せ
る
と
、
召
し
て
御
殿
に
昇
ら
せ
て
言
い
ま
し
た
。
「
今
後
は

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
上
奏
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
回
は
あ
な
た
を
赦

御
史
中
丞
雷
徳
験
劾
奏
、
趙
普
強
市
人
第
宅
、
緊
敏
財
賄
。
上
怒
、

叱
之
日
、
鼎
鎗
尚
有
耳
。
汝
不
聞
趙
普
吾
之
社
稜
臣
乎
。
命
左
右
、
曳

於
庭
数
匝
。
徐
使
復
冠
、
召
升
殿
、
曰
、
今
後
不
宜
爾
。
且
赦
汝
。
勿

令
外
人
知
也
。

を
緊
敏
す
、
と
。
上
怒
り
、
之
れ
を
叱
り
て
曰
わ
く
、
鼎
錨
す
ら
尚
お

左
右
に
命
じ
、
庭
に
曳
く
こ
と
数
匝
。
徐
ろ
に
冠
を
復
せ
し
め
、
召
し

て
殿
に
升
ら
し
め
て
曰
わ
く
、
今
後
は
宜
し
く
し
か
る
べ
か
ら
ず
。
し

耳
あ
り
。
汝
、
趙
普
は
吾
れ
の
社
稜
の
臣
た
る
を
聞
か
ざ
る
か
、
と
。

あ
る
。

御
史
中
丞
雷
徳
験
劾
奏
す
、
趙
普
強
い
て
人
の
第
宅
を
か
い
、
財
賄

ら
せ
た
話
を
紹
介
し
た
。
雷
徳
験
と
太
祖
と
が
喧
嘩
し
た
話
が
も
う

一
っ

【
訓
読
】

第
一
話
「
皇
帝
の
罪
」
で
、
判
大
理
寺
の
雷
徳
騒
が
太
祖
に
歯
を
折
ら

第
五
話
鼎
に
も
耳
が
あ
る

非
を
悟
り
、
よ
う
や
く
昇
任
の
奏
を
可
と
し
た
、
と
い
う
。

【
原
文
】

賞
以
酬
功
、
古
今
之
通
道
也
。
且
刑
賞
者
、
天
下
之
刑
賞
、
非
陛
下
之
刑

し
ま
す
。
他
の
人
に
知
ら
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
。」



れ
を
奏
す
。
辞
気
倶
に
属
し
。
井
び
に
言
う
、
趙
普
、
強
い
て
人
の
第

ん
と
欲
す
。
未
だ
引
対
に
及
ば
ず
、

即
ち
直
ち
に
講
武
殿
に
詣
り
て
之

増
減
す
。
徳
験
、
憤
椀
し
て
求
見
し
、
面
の
あ
た
り
に
其
の
事
を
白
さ

屯
田
員
外
郎
雷
徳
騒
、
商
州
司
戸
参
軍
を
責
授
せ
ら
る
。
徳
験
は
判

大
理
寺
た
り
。
其
の
官
属
と
堂
吏
と
、
宰
相
に
附
会
し
、
檀
に
刑
名
を

【
訓
読
】

局
の
点
校
本
及
び
上
海
古
籍
出
版
社
の
浙
江
書
局
本
影
印
本
を
見
た
。

た
こ
と
を
示
す
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
。
「
御
史
中
丞
」
は
「
判
大
理
寺
」

九
月
甲
戊
条
に
、
「
「涼
水
記
聞
』
は
雷
徳
譲
が
御
史
中
丞
で
あ
っ
た
と
記

し
て
お
り
、
「
国
老
間
談
』
（
第
一
話
に
掲
げ
た
「
国
老
談
苑
』

の
こ
と
。
）

は
雷
徳
騒
が
、
歯
を
折
ら
れ
た
後
に
、
歯
を
拾
い
、
帯
に
結
わ
え
た
と
記

し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
誤
り
で
あ
る
。
今
、
『
国
史
』
雷
徳
譲
伝
に
依

り、

「国
老
談
苑
』
及
び
『
凍
水
記
聞
』

の
記
述
も
多
少
取
り
入
れ
て
記

事
を
構
成
し
た
。
（
原
文
。
記
聞
載
徳
騒
為
御
史
中
丞
、
国
老
間
談
載
拾

歯
結
帯
事
、
皆
誤
。
今
依
本
伝
、
梢
取
談
苑
及
記
聞
剛
修
之
。
）
」
と
注
を

附
け
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
は
中
華
書

李
裔
撰
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
九
は
、
太
祖
開
宝
元
年
（
九
六
八
）

の
間
違
い
で
あ
ろ
う
。

に
、
雷
徳
醸
が
商
州
司
戸
参
軍
に
降
官
さ
れ
る
に
至
る
話
に
は
、

彼
が
太

雷
徳
騒
伝
に
依
拠
し
な
が
ら
、
「
国
老
談
苑
』
及
び
『
涼
水
記
聞
』

の
記

編
』
の
編
者
李
壽
（
一
―

―
五
i
-

―
八
四
）
が
、
「
本
伝
」
即
ち
『
太

（
ニ
―
七
）

に
命
じ
て
曳
き
出
だ
さ
し
む
。
宰
相
に
詔
し
て
処
す
る
に
極
刑
を
以
て

こ
こ
で
は
、
雷
徳
騒
が
太
祖
に
歯
を
折
ら
れ
た
話
と
彼
が
案
内
を
待
た

ず
に
太
祖
の
所
に
押
し
か
け
た
話
と
太
祖
が
雷
徳
駿
を
鼎
に
も
耳
が
あ
る

と
叱
っ
た
話
と
の
三
つ
の
話
が
同
じ
時
の
話
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

『
長
編
』

の
こ
の
文
章
は
、
「
今
、
本
伝
に
依
り
、

や
や
談
苑
及
び
記
聞

を
取
り
て
之
れ
を
剛
修
す
。
」
と
後
ろ
に
注
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
長

祖
・
太
宗
・
真
宗
三
朝
国
史
』
（
天
聖
八
年

(
1
0
三
0
)
に
成
る
。）

の

事
を
加
え
て
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
三
朝
国
史
』
は
今
に
伝
わ
ら
な

い
が
、
『
三
朝
国
史
』
の
雷
徳
譲
伝
に
基
い
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

「
宋
史
』
巻
二
七
八
、
雷
徳
騒
伝
を
見
る
と
、
第
一
話
で
紹
介
し
た
よ
う

す
る
の
み
。
徳
駿
は
同
州
（
現
在
の
映
西
省
大
蒻
県
）

の
人
な
り
。

せ
し
む
。
既
に
し
て
怒
り
解
く
。
止
だ
蘭
入
の
罪
を
用
い
て
こ
れ
を
騨

る
か
、
と
。
柱
斧
を
引
き
て
撃
ち
て
其
の
上
筋
の
二
歯
を
折
る
。
左
右

鼎
鎗
す
ら
猶
お
耳
有
り
。
汝
、
趙
普
は
吾
の
社
稜
の
臣
た
る
を
聞
か
ざ

宅
を
市
い
、
財
賄
を
緊
敏
す
、
と
。
上
怒
り
、
之
れ
を
叱
り
て
曰
わ
く
、



寺
た
り
。
」
以
下
の

と
前
に
掲
げ
た

『
宋
朝
事
実
』

の
文
は
す
べ
て

あ
る
。

（ニ―

六）

用
す
る
の
を
免
じ
て
、
降
官
す
る
だ
け
で
済
ま
せ
た
。
」
と
あ
る
べ
き
で

鼎
に
も
耳
が
あ
る
と
叱
っ
た
話
が
出
て
く
る
。
こ
の

祖
に
歯
を
折
ら
れ
た
話
や
太
祖
が
彼
を
鼎
に
も
耳
が
あ
る
と
叱
っ
た
話
は

出
て
こ
な
い
。
『
三
朝
国
史
』
に
つ
い
て
及
び
『
三
朝
国
史
』
と
『
宋
史
』

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
周
藤
吉
之
「
宋
朝
国
史
の
絹
纂
と
国
史
列
伝
」

（
『
宋
代
史
研
究
』
所
収
、
東
洋
文
庫
、
昭
和
四
十
四
年
）
を
参
照
し
た
。

「
宋
会
要
輯
稿
』
礼
四
七
之
二
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
李
牧
撰
『
宋
朝
事

其
の
官
属
と
堂
吏
と
、
宰
相
に
附
会
し
、
檀
に
刑
名
を
増
減
す
。
徳
醸
、

憤
椀
し
、
面
の
あ
た
り
に
其
の
事
を
白
し
、
併
せ
て
、
趙
普
は
強
い
て

人
の
第
宅
を
市
い
、
財
賄
を
緊
敏
す
、
と
言
う
。
上
、
怒
り
て
曰
わ
く
、

こ
こ
で
も
、
雷
徳
醸
が
降
官
さ
れ
る
に
至
る
話
の
中
に
、
太
祖
が
彼
を

「
宋
朝
事
実
』

「長
編
』

の
文

『
長
編
』
巻
九
の
文
と
を
比
べ
る
と
、
「
徳
醸
、
判
大
理

の
文
の
中

で
済
ま
せ
た
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
不
可
解
で
あ
る
。
「
蘭
入
の
罪
を
適

る
か
、
と
。

鼎
鎗
す
ら
猶
お
耳
有
り
。
汝
、
趙
普
は
吾
が
社
稜
の
臣
た
る
を
聞
か
ざ

開
宝
元
年
、
雷
徳
騒
の
官
を
貶
す
。
初
め
徳
騒
、
判
大
理
寺
た
り
。

に
含
ま
れ
て
い
る
。「
長
編
』
の
太
祖
朝
の
十
七
巻
が
奏
進
さ
れ
た
の
は

（
『
文
献
通
考
』
巻
一
九
三
）
。
『
宋
朝

事
実
』
は
、
紹
興
三
十
二
年
（
―
-
六
二
）

の
孝
宗
登
極
赦
詔
を
載
せ
て

『
長
編
』

の
文
を

な
お
、
前
に
掲
げ
た
『
長
編
』
巻
九
の
文
章
に
、
「
た
だ
蘭
入
の
罪
を

「闇
入
の
罪
」
は
、

「宋
刑
統
』
巻
七
、
衛
禁
律
に
「
宮
門
に
閑
入
す
れ

【
訓
読
】

実
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ば
徒
二
年
。
殿
門
は
徒
二
年
半
。（
中
略
）
御
在
所
に
至
る
者
は
斬
。」
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。
「
御
在
所
」
と
は
皇
帝
が
現
に
居
る
場
所
と
い
う
意

味
で
あ
り
、
「
御
在
所
に
至
る
」
と
は
皇
帝
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
が
で

き
る
皇
帝
の
身
辺
に
至
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
雷
徳
騒
は
、
講
武
殿
に

居
た
太
祖
の
面
前
に
案
内
を
待
た
ず
に
押
し
か
け
た
の
で
あ
る
か
ら
、

「
闇
入
の
罪
」
が
適
用
さ
れ
る
と
斬
刑
に
当
た
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が

「長
編
』
に
は
、
「
闊
入
の
罪
を
適
用
し
て
雷
徳
験
を
降
官
す
る
だ
け

用
い
て
こ
れ
を
毘
す
る
の
み
。
原
文
。
止
用
蘭
入
之
罪
闘
焉
。
）
」
と
あ
る
。

引
き
写
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

に
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
宋
朝
事
実
』

い
る

（「
四
庫
全
書

「宋
朝
事
実
』
提
要
」
）

隆
興
元
年
（
―

-
六
三
）

で
あ
る

の
文
は

の
で
、
紹
興
三
十
二
年
以
降



感
心
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
雷
徳
騒
が
便
殿
で
上
奏
す
る
と
き

に
し
ま
し
た
。
後
世
、
系
図
が
明
ら
か
で
な
く
な
っ
て
、
奴
の
子
孫
と

を
聴
い
た
つ
い
で
に
太
祖
は
質
問
し
ま
し
た
。
「
昔
は
、
官
奴
婢
を
臣

下
に
賜
う
と
き
に
は
、
そ
の
臣
下
の
姓
を
奴
婢
に
与
え
ま
し
た
。
そ
の

意
図
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
」
雷
徳
駿
は
答
え
ま
し
た
。

「
昔
の
人
は
、
貴
賤
の
区
別
を
定
め
て
、
乱
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う

主
人
の
子
孫
と
が
結
婚
す
る
事
態
が
生
じ
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
す
。
」

太
祖
は
大
変
喜
ん
で
、
「
あ
な
た
は
昔
の
人
が
法
を
作
っ
た
意
図
を
深

く
理
解
し
て
い
ま
す
。
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
し
て
し
ば
ら
く
の
間
、

い
う
の
で
、
太
祖
は
面
会
し
ま
し
た
。
普
段
着
の
ま
ま
で
し
た
。
上
奏

さ
に
燕
服
な
り
て
、
之
れ
と
見
す
。
因
り
て
問
い
て
曰
わ
く
、
古
は
官

奴
婢
を
以
て
臣
下
に
賜
う
に
、
遂
に
本
家
の
姓
を
与
う
。
其
の
意
い
づ

婚
を
為
す
者
有
る
を
恐
る
る
な
り
、
と
。
太
祖
大
い
に
喜
び
て
曰
わ
く
、

こ
と
之
れ
を
久
し
く
す
。
自
後
、
徳
騒
の
奏
事
す
る
ご
と
に
、
燕
処
に

在
り
と
雖
も
、
必
ず
抱
帯
を
御
し
て
以
て
見
す
。

卿
は
深
く
古
人
立
法
の
意
を
得
た
り
、
と
。
是
れ
に
由
り
、
歎
重
す
る

可
か
ら
ざ
ら
し
む
。
後
世
、
譜
牒
明
ら
か
な
ら
ず
、
奴
と
主
と
を
以
て

く
に
在
り
や
、
と
。
徳
譲
日
わ
く
、
古
人
、
貴
賤
の
分
を
制
し
、
漬
す

雷
徳
譲
、
判
大
理
寺
た
り
。
便
殿
に
て
奏
事
す
る
に
因
り
、
太
祖
ま

判
大
理
寺
の
雷
徳
駿
が
便
殿
（
講
武
殿
を
指
す
。
）

で
上
奏
す
る
と

【
訓
読
】

【
和
訳
】

毎
徳
譲
奏
事
、
雖
在
燕
処
、
必
御
抱
帯
、
以
見
。

者
。
太
祖
大
喜
日
、
卿
深
得
古
人
立
法
意
。
由
是
、
歎
重
久
之
。
自
後
、

書
か
れ
た
自
序
が
あ
る
。
中
華
書
局
の
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
本
を
見
た
。

古
人
制
貴
賤
之
分
、
使
不
可
漬
。
恐
後
世
譜
牒
不
明
、
有
以
奴
主
為
婚

雷
徳
騒
と
太
祖
と
は
喧
嘩
ば
か
り
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
魏
泰

『
東
軒
筆
録
』
巻
一
に
、
太
祖
と
雷
徳
騒
と
が
交
わ
し
た
次
の
よ
う
な
問

答
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
東
軒
筆
録
』
は
、
元
祐
九
年

(
1
0
九
四
）
に

（ニ

―五）

は
、
太
祖
は
、
寛
ぎ
の
場
に
い
た
と
き
で
も
必
ず
、
皇
帝
が
便
殿
で
政

雷
徳
騒
、
判
大
理
寺
。
因
便
殿
奏
事
、
太
祖
方
燕
服
、
見
之
。
因
問

曰
、
古
者
以
官
奴
婢
賜
臣
下
、
遂
与
本
家
姓
。
其
意
安
在
。
徳
醸
曰
、

【
原
文
】

第
六
話
奴
婢
の
姓

務
を
執
る
と
き
に
着
用
す
る
上
衣
と
帯
を
召
し
て
面
会
し
ま
し
た
。

一
四



商
州
の
司
戸
参
軍
（
戸
籍
・
賦
税
・
倉
庫
受
納
を
掌
る
。
）
に
降
官
さ

れ
た
雷
徳
騒
に
対
し
て
、
商
州
刺
史
は
、
徳
騒
が
も
と
屯
田
員
外
郎

（正

七
品
官
）

で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
客
礼
で
も
っ
て
待
遇
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
笑
峡
（
「
宋
刑
統
』

る
と
、
笑
嶼
は
宰
相
趙
普
の
意
を
迎
え
て
、
徳
駿
が
挨
拶
に
来
る
と
、
傲

第
七
話

中
国
で
は
古
来
、
同
姓
不
婚
の
規
範
が
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
奴
に
主

人
の
姓
を
与
え
れ
ば
、
奴
の
子
孫
と
主
人
の
子
孫
と
が
結
婚
す
る
心
配
は

官
奴
婢
を
臣
下
に
賜
う
際
の
法
規
と
し
て
は
、
「
唐
六
典
』
巻
六
、
都

す
べ

官
郎
中
員
外
郎
条
に
「
諸
て
官
奴
婢
の
、
人
に
賜
給
す
る
者
は
、
夫
妻
男

官
奴
婢
を
臣
下
に
賜
う
際
に
、
官
奴
婢
に
そ
の
臣
下
の
姓
を
与
え
る
、
と

い
う
法
律
も
し
く
は
慣
行
の
存
在
を
示
す
史
料
は
、

「東
軒
筆
録
』

の
こ

の
編
纂
に
加
わ
っ
た
。
）
と
い
う
人
が
知
州
に
な

告
げ
口
は
癖
に
な
る

の
記
事
以
外
は
ま
だ
見
つ
け
て
い
な
い
。

る
。

一
五

雷
徳
験
が
地
位
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
子
の
有
郡
の
活
躍

八
、
雷
徳
駿
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
。

史
台
三
院
事
に
任
じ
た
（
同
年
十
月
）
。
こ
の
よ
う
に

「宋
史
』
巻
二
七

孟
州
。
現
在
の
河
南
省
孟
県
の
南
。）
に
出
さ
れ
た

（
開
宝
六
年
（
九
七

聞
鼓
（
皇
帝
に
冤
を
訴
え
る
た
め
の
設
備
）
を
撃
っ
て
、
中
書
省
の
官
吏

女
は
分
張
す
る
を
得
ず
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
ら
れ
る
が
、

治
区
霊
武
県
の
南
西
。）
に
流
し
た
。
数
年
後
、
徳
騒
の
子
の
有
瑯
が
登

な
ぎ
、
事
状
を
つ
ぶ
さ
に
記
し
て
奏
聞
し
た
。
太
祖
は
そ
の
罪
を
ゆ
る
し
、

子
孫
と
が
結
婚
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

は
別
の
姓
と
な
り
、
家
系
を
た
ど
れ
な
く
な
れ
ば
、
主
人
の
子
孫
と
婢
の

男
性
と
結
婚
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
婢
の
子
孫
の
姓
は
婢
の
主
人
の
姓
と

な
い
わ
け
で
あ
る
。

一
方
、
婢
に
主
人
の
姓
を
与
え
て
も
、
婢
は
異
姓
の

慢
な
態
度
で
庭
参
（
属
官
の
長
官
に
対
す
る
初
対
面
の
挨
拶
）
を
受
け
た
。

徳
駿
は
堪
え
ら
れ
ず
、
怨
み
言
を
吐
い
た
。
笑
娯
は
こ
れ
を
根
に
持
っ
た
。

た
ま
た
ま
、
徳
騒
が
商
州
で
文
章
を
作
っ
て
皇
帝
を
そ
し
っ
た
、
と
言
う

者
が
い
た
の
で
、
笑
誤
は
、
徳
騒
を
招
い
て
語
り
あ
い
、
そ
の

一
方
で
、

ひ
そ
か
に
吏
人
を
徳
騒
の
家
に
遣
わ
し
て
、
徳
譲
の
家
人
を
だ
ま
し
て
、

そ
の
文
章
を
手
に
入
れ
た
。
た
だ
ち
に
徳
騒
に
か
せ
を
は
め
て
牢
獄
に
つ

徳
騒
の
官
籍
を
削
除
し
て
、
霊
武
（
霊
州
の
こ
と
。
現
在
の
寧
夏
回
族
自

の
不
法
の
事
実
を
訴
え
た
。
趙
普
は
こ
れ
に
よ
り
河
陽
節
度
使

（治
所
は

三
）
八
月
）
。
雷
徳
騒
を
呼
び
戻
し
て
秘
書
丞
と
し
、
ほ
ど
な
く
分
判
御

の
お
か
げ
で
あ
る
が
、
こ
の
親
孝
行
は
多
く
の
犠
牲
を
伴
っ
た
。「
続
資

治
通
鑑
長
編
』
巻
十
四
、
開
宝
六
年
六
月
条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

（ニ―

四
）



上
察
県
）

の
前
摂
主
簿
の
劉
偉
と
交
遊
し
て
お
り
、
劉
偉
が
摂
官
に
三

-
）
十

一
月）
。
有
瑯
は
、
以
前
か
ら
察
州
上
察
県
（
現
在
の
河
南
省

を
見
た
。
劉
偉
は
杖
で
有
瑯
の
背
を
打
っ
た
。
有
鄭
は
大
声
で
叫
び
、

正
官
に
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た

掌
る
。）
に
任
じ
ら
れ
、
た
く
さ
ん
褒
美
を
も
ら
っ
た
。
有
郡
は
こ
れ

用
の
下
級
地
方
官
）
に
三
期
任
用
さ
れ
、
解
由

（大
過
な
く
任
期
を
全

瑯
に
語
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
当
時
、
詔
が
下
さ
れ
、
摂
官
（
現
地
採

る
判
決
を
下
さ
れ
た
。
胡
賛
と
李
可
度
と
は
な
お
そ
の
家
財
を
籍
没
す

る
。
有
瑯
は
胡
賛
の
家
に
も
常
々
出
入
り
し
て
い
た
の
で
、
王
洞
は
有

れ
、
趙
学
及
び
王
洞
・
劉
洗
・
胡
賛
・
李
可
度
は
皆
、
決
杖
し
除
名
す

癸
卯
（
六
月
二
十

一
日
）
、
劉
偉
は
棄
市
（
死
刑
）
の
判
決
を
下
さ

は
じ
め
て
趙
普
を
疑
う
気
持
ち
を
抱
い
た
。（
中
略
）

を
委
ね
た
。
あ
る
日
、
有
鄭
に
頼
ん
で
銀
を
半
挺
（
板
状
の
定
形
銀
で

怒
っ
て
、
悉
く
御
史
台
の
獄
に
下
し
て
事
実
を
究
明
さ
せ
た
。
太
祖
は

有
郡
は
常
に
王
洞
を
訪
ね
て
謁
見
し
て
い
た
。
王
洞
は
た
び
た
び
家
事

を
指
す
。）
の
官
を
授
け
ら
れ
た
が
、
病
と
称
し
て
赴
任
し
な
か
っ
た

普
が
圧
力
を
か
け
た
の
だ
と
思
い
、
日
夜
、
趙
普
に
仕
返
し
す
る
方
法

を
求
め
た
。
そ
の
頃
、
堂
後
官
（
中
書
省
の
政
事
堂
で
働
く
吏
人
）

の

胡
賛
と
李
可
度
と
は
長
年
、
在
職
し
て
お
り
、
彼
ら
が
し
ば
し
ば
請
託

を
受
け
て
賄
賂
を
も
ら

っ
て
い
る
、
と
言
う
者
が
い
た
。
ま
た
、
秘
書

丞
の
王
洞
と
雷
徳
譲
と
は
同
じ
年
に
科
挙
に
合
格
し
た
間
柄
で
あ
っ
た
。

あ
る
銀
挺
の
半
分
）
買
わ
せ
て
、
有
鄭
に
「
こ
れ
は
胡
将
軍
に
贈
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
語
っ
た
。
「
胡
将
軍
」
と
は
胡
賛
の
こ
と
で
あ

う
し
た
と
い
う
証
明
書
）
を
三
任
と
も
給
付
さ
れ
た
者
は
、
関
係
官
司

に
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
許
し
、
す
み
や
か
に
召
し
て
試
験
し
、

（開
宝
四
年

（九
七

は
、
偉
の
た
め
に
官
印
を
偽
造
し
、
劉
偉
は
吏
部
の
選
官
手
続
に
送
ら

そ
こ
で
有
畑
は
、
上
奏
し
て
こ
れ
ら
の
事
柄
を
告
発
し
た
。
加
え
て
、

（
雷
徳
騒
が
霊
武
に
流
さ
れ
る
と
）
徳
騒
の
子
の
有
鄭
は
、
実
は
趙

【
和
訳
】

（
ニ
ニ
ニ）

宗
正
丞
の
趙
学
が
乾
徳
年
間

（九
六
三
ー
九
六
八
）
に
西
川

（成
都
府

こ
と
、
こ
れ
ら
は
皆
、
宰
相
趙
普
が
庇

っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
太
祖
は

る
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
有
都
は
、
秘
書
省
正
字
（
典
籍
の
校
正
を

以
来
、
し
き
り
に
上
疏
し
て
、
人
が
陰
で
行
っ
て
い
る
悪
事
を
告
発
し

た
。
ほ
ど
な
く
病
気
に
な
り
、
白
昼
、
劉
偉
が
室
内
に
入

っ
て
く
る
の

そ
の
声
が
外
に
聞
こ
え
た
。
数
日
し
て
死
ん
だ
。
（
原
文
。
俄
被
病
、

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

か
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
劉
偉
の
兄
で
あ
る
前
朝
の
進
士
の
劉
悦

期
任
用
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
う
ち
の

一
任
で
解
由
を
給
付
さ
れ
な

一
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あ
る
と
認
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
『
宋
刑
統
』
巻
二
十
五
、
詐
偽
律
、
偽

の
民
が
禁
門
ま
で
や

っ
て
来
て
、
漢
超
が
民
の
銭
を
借
り
た
ま
ま
返
さ

ら
、
官
印
の
偽
造
を
実
行
し
た
の
が
ど
ち
ら
で
あ
れ
、
首
謀
者
は
劉
偉
で

不
法
な
行
な
い
が
多
か

っ
た
の
で
す
。

で
も
、
劉
偉
は

「棄
市
」
の
判
決
を
受
け
、
兄
の
劉
保
は
「
決
杖
、
除

士
の
洗
に
解
由
を
書
き
写
し
て
も
ら

っ
た
。（
原
文
。
偉
造
偽
印
、
令
其

太
祖
の
時
、

李
漢
超
を
関
南
巡
検
に
任
じ
て
、
契
丹
の
攻
撃
を
防
が

【
和
訳
】

七
八
、

雷
徳
醸
伝
で
は
、
「
劉
偉
が
偽
印
を
造
り
、
そ
の
兄
で
あ
る
前
進

「長
編
』
巻
十
六
、
開
宝
八
年

（九
七
五
）
六
月
己
巳
条
に

「秘
書
丞

と
あ
る
か
ら
、
雷
有
瑯
が
亡
く
な
っ
た
の
は
開
宝
八
年
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

「
劉
偉
の
兄
で
あ
る
前
進
士
の
保
が
、
偉
の
た
め
に
偽
印
を
造

っ
た
。

（原
文
。
偉
兄
前
進
士
仇
、
為
偉
造
偽
印
。）
」
と
あ
る
が
、

「宋
史
』
巻
二

兄
前
進
士
保
書
写
之
。）
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

「長
編
』
で
は
兄
の
劉
悦

が
官
印
を
偽
造
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

『宋
史
』
で
は

劉
偉
本
人
が
偽
造
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。『
長
編
』
で
も

「宋
史
』

名
」
の
判
決
を
受
け
て
お
り
、
劉
偉
の
方
が
重
い
刑
を
科
さ
れ
て
い
る
か

造
宝
印
符
節
門
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
唐
開
元
二
年

（七
一
四
）
八
月
六
日

一
七

田
録
』
は
中
華
書
局
の
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
本
を
見
た
。

立
の
謀
議
を
決
定
し
た

一
人
で
あ
る
。
そ
の
李
漢
超
に
つ
い
て
、
次
の
よ

雷
徳
騒
に
銭
十
万
を
賜
う
。
子
の
有
鄭
、
病
死
す
る
故
を
以
て
な
り
。」

李
漢
超

（？
ー
九
七
七
）
は、

「続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻

一
が
引
く

第
八
話

死
。）

は
斬
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

白
昼
見
偉
入
室
。
以
杖
筵
其
背
。
有
鄭
琥
呼
、

声
聞
子
外
。
数
日
而

救
に
、
「
官
文
書
印
を
偽
写
（
「
偽
写
」
は
偽
造
の
意
。
佐
立
注
）
す
る
者

太
祖
の
優
し
さ

「
国
史
』
に
拠
れ
ば
、
陳
橋
駅
で
太
祖
の
弟
、
趙
匡
義
と
共
に
、
太
祖
擁

う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
獣
陽
修

『帰
田
録
』
巻

一
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
帰

せ
ま
し
た
。
三
千
人
の
兵
士
を
与
え
た
だ
け
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
斉

州

（現
在
の
山
東
省
済
南
市
）
の
賦
税
が
他
州
に
比
べ
て
最
も
多
か
っ

た
の
で
、
彼
を
斉
州
防
禦
使
に
任
じ
て
、
斉
州
一
州
の
税
収
を
全
て
与

え
て
、
兵
士
を
養
わ
せ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
漢
超
は
武
人
で
し
た
の
で
、

し
ば
ら
く
し
て
、
関
南

（濠
州
の
こ
と
。
現
在
の
河
北
省
河
間
県
。）

（ニ
―
二
）



な
い
こ
と
、
及
び
民
の
娘
を
掠
奪
し
て
妾
に
し
た
こ
と
を
訟
え
ま
し
た
。

し
た
。
「
漢
超
が
関
南
に
駐
在
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
契
丹
が
侵

ま
し
た
。
太
祖
が
言
い
ま
し
た
。
「
以
前
は
契
丹
が
侵
入
す
る
と
、
辺

将
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、
河
北
の
民
は
、
毎
年
、
契
丹
の
劫
奪
に

全
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
今
回
、
漢
超
が
返
さ
な
い
銭
の

う
か
。
」
太
祖
は
さ
ら
に
、
娘
が
奪
わ
れ
た
と
訟
え
る
者
に
質
問
し
ま

し
た
。
「
あ
な
た
の
家
の
娘
さ
ん
は
何
人
い
ま
す
か
。
ど
う
い
う
人
に

嫁
ぎ
ま
し
た
か
。
」
民
が
あ
り
の
ま
ま
を
答
え
ま
し
た
。
太
祖
は
言
い

ま
し
た
。
「
と
い
う
こ
と
は
、
嫁
い
だ
相
手
は
皆
、
村
夫
で
す
。
漢
超

に
つ
い
て
言
え
ば
、
私
の
貴
臣
で
す
。
彼
は
、
あ
な
た
の
娘
さ
ん
を
愛

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
彼
女
を
奪
っ
た
の
で
す
。
彼
女
を
得
た
か
ら
に

は
必
ず
悪
い
よ
う
に
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。
娘
さ
ん
が
村
夫
に
嫁
ぐ
よ

り
は
、
漢
超
の
富
貴
な
家
の
一
員
に
な
っ
た
方
が
よ
い
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
」
太
祖
の
言
葉
を
聴
い
て
、
民
は
皆
、
嬉
し
く
な
っ
て
帰
っ
て

額
は
、
契
丹
が
劫
奪
す
る
財
産
の
額
と
比
べ
て
ど
ち
ら
が
多
い
で
し
ょ

遭
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
な
た
は
そ
の
時
に
あ
な
た
の
財
産
や
妻
女
を
保

超
家
富
貴
。
於
是
、
百
姓
皆
感
悦
而
去
。
太
祖
、
使
人
語
漢
超
日
、
汝

以
愛
汝
女
、
則
取
之
。
得
之
必
不
使
失
所
。
与
其
嫁
村
夫
、
執
若
処
漢

執
与
契
丹
之
多
。
又
問
訟
女
者
曰
、
汝
家
幾
女
、
所
嫁
何
人
。
百
姓
具

民
、
歳
遭
劫
虜
。
汝
於
此
時
、
能
保
全
其
賀
財
婦
女
乎
。
今
漢
超
所
取
、

然
其
斉
州
賦
税
最
多
、
乃
以
為
斉
州
防
禦
使
、
悉
与
一
州
之
賦
、
伸
之

養
士
。
而
漢
超
武
人
、
所
為
多
不
法
。
久
之
、
関
南
百
姓
、
詣
閥
、
訟

漢
超
貸
民
銭
不
還
、
及
掠
其
女
以
為
妾
。
太
祖
召
百
姓
、
入
見
便
殿
、

賜
以
酒
食
、
慰
労
之
。
徐
問
日
、
自
漢
超
在
関
南
、
契
丹
入
寇
者
幾
゜

百
姓
日
、
無
也
。
太
祖
曰
、
往
時
契
丹
入
寇
、
辺
将
不
能
禦
、
河
北
之

以
対
。
太
祖
曰
、
然
則
所
嫁
、
皆
村
夫
也
。
若
漢
超
者
、
吾
之
貴
臣
也
。

太
祖
時
、
以
李
漢
超
為
関
南
巡
検
、
使
拝
北
虜
。
与
兵
三
千
而
已
゜

【
原
文
】

入
し
た
の
は
何
回
で
す
か
。
」
民
は
「
一
回
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
答
え

酒
食
を
賜
給
し
て
慰
労
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
だ
や
か
に
質
問
し
ま

太
祖
は
民
を
召
し
て
便
殿
（
講
武
殿
を
指
す
。
）
に
入
ら
せ
て
面
会
し
、

ま
し
た
。

た
。
そ
し
て
、
数
百
両
の
銀
を
賜
い
、
「
あ
な
た
は
自
分
の
金
と
し
て
、

（ニ

―-）

太
祖
は
人
を
遣
わ
し
て
漢
超
に
「
あ
な
た
は
銭
が
必
要
な
ら
、
ど
う

し
て
私
に
要
求
し
な
い
で
、
民
か
ら
取
る
の
で
す
か
。
」
と
言
い
ま
し

こ
れ
を
民
に
返
し
、
民
を
あ
な
た
に
感
激
さ
せ
な
さ
い
。
」
と
伝
え
ま

し
た
。
漢
超
は
感
泣
し
て
、
死
を
も
っ
て
御
恩
に
報
い
る
こ
と
を
誓
い

い
き
ま
し
た
。
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章
は
、
徐
絃
の
文
集
で
あ
る
「
徐
公
文
集
』
（
四
部
叢
刊
所
収
）

の
巻

る
。
徐
絃
（
九
一
七

i
九
九
二）

が
作
っ
た
、
李
漢
超
の
徳
を
頌
え
る
文

一
九

須
銭
、
何
不
告
我
、
而
取
於
民
乎
。
乃
賜
以
銀
数
百
両
、
曰
、
汝
自
還

『
宋
史
』
巻
二
七
三
、
李
漢
超
伝
で
は
、
「
密
か
に
使
わ
し
て
漢
超
を

諭
し
て
曰
わ
く
、
す
み
や
か
に
そ
の
む
す
め
井
び
に
か
る
と
こ
ろ
を
還
せ
。

使
諭
漢
超
曰
、
返
還
其
女
井
所
貸
。
朕
姑
貰
汝
。
勿
復
為
也
。
）
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
太
祖
は
李
漢
超
に
命
じ
て
、
借
り
た
金
だ
け
で
は
な
く
、
妾

に
し
た
娘
も
民
に
返
さ
せ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
『
宋
史
』

の
こ
の
文

る
か
ら
、
曾
翠
の
文
を
引
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
碗

『
宋
史
』
李
漢
超
伝
に
、
「
郡
（
斉
州
を
指
す
。
）
に
在
る
こ
と
十
七
年
。

政
、
平
ら
ぎ
、
訟
、
理
ま
る
。
吏
民
、
之
れ
を
愛
し
、
閥
に
詣
り
、
碑
を

た
た

立
て
徳
を
頌
え
ん
こ
と
を
求
む
。
太
祖
、
詔
し
て
、
率
更
令
（
太
子
率
更

令
）
の
徐
絃
を
し
て
文
を
撰
せ
し
め
、
之
れ
を
賜
う
。
」
と
記
さ
れ
て
い

を
見
る
と
、
李
漢
超
は
、
建
隆
二
年

（九
六
一
）
に
斉
州
刺
史
・
斉
州
防

禦
使
に
任
じ
ら
れ
、
乾
徳
二
年
（
九
六
四
）
に
、
斉
州
刺
史
・
斉
州
防
禦

使
の
ま
ま
で
、
関
南
兵
馬
都
監
に
充
て
ら
れ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
帰
田
録
』
が
、
李
漢
超
は
関
南
巡
検
に
任
じ
ら
れ
て
か
ら
、
斉
州
防
禦

ド
と
よ
く
似
た
内
容
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、

で
は
な
く
、
演
州
節
度
使
（
治
所
は
現
在
の
河
北
省
愴
州
市
の
東
南
。
愴

い
る
。
張
美
が
愴
州
節
度
使
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
乾
徳
五
年

（九
六
七
）

る
に
漢
超
、
関
南
に
在
り
、
民
、
為
め
に
碑
を
立
て
て
徳
を
頌
う
。
当
に

是
く
の
如
く
な
ら
ざ
る
べ
し
。
今
、
記
聞
に
従
う
。
」
と
注
記
し
て
い
る
。

(-＝
 

1
 

0
)
 

の
帰
田
録
は
、
民
の
女
を
奪
う
は
乃
ち
李
漢
超
の
事
な
り
と
載
す
。
按
ず

に
、
『
凍
水
記
聞
』
が
記
す
張
美
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
掲
載
し
て
、
「
欧
陽
修

で
あ
る
。
李
需
「
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
八
は
、
乾
徳
五
年
三
月
戊
戌
条

淡
集
』
は
四
庫
全
書
本
の
影
印
本
を
見
た
。

州
は
関
南
の
東
隣
で
あ
る
。
）

の
張
美
（
九

一
八
ー
九
八
五
）
に
な
っ
て

0
一
九

-
1
0
八
三
）

の
「
李
漢
超
観
察
」
の
文
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
強
い
て
民
の
娘
を
要
っ
て
妾
に
し
、
民
の
銭
を
取
っ
た
人
物
が
、
李
漢
超

は
、
『
名
臣
碑
伝
碗
淡
集
』
下
、
巻
五
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
曾
挙
(

司
馬
光
『
涼
水
記
聞
』
巻
一
に
も
、
『
帰
田
録
』

の
上
記
の
エ
ピ
ソ
ー

違
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

使
に
任
じ
ら
れ
た
と
す
る
の
は
、
「
李
公
徳
政
碑
文
」
の
記
述
と
食
い

朕
、
し
ば
ら
く
汝
を
ゆ
る
さ
ん
。
復
た
為
す
な
か
れ
、
と
。
（
原
文
。
密

「
関
南
兵
馬
都
監
」
が
「
関
南
巡
検
」
の
正
式
名
称
で
あ
る
と
す
る
と
、

之
、
使
其
感
汝
也
。
漢
超
感
泣
、
誓
以
死
報
。

十
五
に
、
「
大
宋
李
公
徳
政
碑
文
」
と
題
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ



の
郭
貴
は
、
開

の
知

人
や
親
吏
が
徳
州
で
姦
利
を
貪
っ
て
い
た
の
で
、
梁
夢
昇
は
法
律
で
こ
れ

を
正
し
た
。
郭
貴
は
以
前
か
ら
史
珪
と
仲
が
好
か
っ
た
の
で
、
親
信
の
者

事
で
あ
り
、
国
子
監
丞
の
梁
夢
昇
が
徳
州
の
知
事
で
あ
っ
た
。
郭
貴
の
族

条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
十
五
、
太
祖
、
開
宝
七
年
二
月

そ
の
頃
、
徳
州
刺
史
（
徳
州
は
現
在
の
山
東
省
陵
県
）

宝
六
年
（
九
七
三
）
六
月
か
ら
、
邪
州
（
現
在
の
河
北
省
邪
台
市
）

ま
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

あ
っ
た
。
）

の
官
名
を
帯
び
た
。
そ
し
て
、
だ
ん
だ
ん
威
福
を
ほ
し
い
ま

（
毅
州
は
現
在
の
河
北
省
宣
化
県
。
毅
州
は
こ
の
時
既
に
遼
の
領
土
で

信
用
し
た
。
史
珪
は
昇
進
を
重
ね
て
馬
軍
都
軍
頭
と
な
り
、
毅
州
刺
史

確
認
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
ど
れ
も
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
太
祖
は
史
珪
を

太
祖
は
、
即
位
す
る
と
、
外
界
の
出
来
事
を
あ
ま
ね
く
知
り
た
い
と
思

珪
は
い
く
つ
か
の
出
来
事
を
探
り
出
し
、
太
祖
に
報
告
し
た
。
他
の
者
に

い
、
軍
校
（
軍
隊
の
指
揮
官
）

の
史
珪
に
命
じ
て
博
＜
探
訪
さ
せ
た
。
史

メ
モ
を
探
り
出
し
て
太
祖
に
た
て
ま
つ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
た
と
え
ば
梁

第
九
話
ス
パ
イ
の
失
敗

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

開
宝
七
年
（
九
七
四
）
二
月
甲
申
（
五
日
）
、
太
祖
が
く
つ
ろ
い
だ
様

し
か
し
、
李
漢
超
は
、
太
祖
の
優
し
さ
に
感
激
し
て
反
省
し
た
か
ら
こ
そ
、

民
か
ら
徳
を
た
た
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
為
政
者
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

か
ら
、
民
の
娘
を
奪
っ
て
妾
に
し
た
の
は
李
漢
超
で
は
な
い
、
と
決
定
す

折
を
見
て
太
祖
に
言
上
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

（二
0
九）

を
都
に
遣
わ
し
て
、
そ
の
事
を
史
珪
に
告
げ
た
。
梁
夢
昇
を
罷
免
さ
せ
よ

う
と
図
っ
た
の
で
あ
る
。
史
珪
は
郭
貴
の
言
い
分
を
悉
く
紙
に
記
し
た
。

子
で
、
「
近
来
、
中
外
の
官
に
任
じ
ら
れ
た
者
は
皆
、

し
も
皆
、

ふ
さ
わ
し
い
人
ば

か
り
で
す
。
」
と
言
っ
た
。
史
珪
は
す
ば
や
く
、
「
今
の
文
臣
も
ま
た
必
ず

ふ
さ
わ
し
い
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
言
っ
て
、
懐
中
か
ら

夢
昇
は
徳
州
の
知
事
で
す
が
、
刺
史
の
郭
貴
を
欺
き
、
な
い
が
し
ろ
に
し

て
、
ほ
と
ん
ど
死
な
せ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
」
と
言
上
し
た
。
太
祖
は

「
こ
れ
は
必
ず
刺
史
の
行
な
い
が
不
法
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

梁
夢
昇
は
真
に
清
強
な
官
吏
で
す
。」
と
言
っ
て
、

を
握
っ
て
、

メ
モ
が
記
さ
れ
た
紙

一
人
の
宦
官
を
呼
ん
で
、
そ
の
紙
を
持
っ
て
行
っ
て
中
書
省

に
付
す
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
し
て
、
「
た
だ
ち
に
梁
夢
昇
を
賛
善
大
夫
に

し
て
下
さ
い
。
」
と
言
っ
た
。
宦
官
が
行
っ
て
し
ま
う
と
、
ま
た
呼
び
戻

し
て
、
「
梁
夢
昇
に
左
賛
善
大
夫
を
与
え
、
徳
州
知
事
の
ま
ま
に
し
て
下

さ
い
。
」
と
言
っ
た
。
史
珪
は
何
も
言
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

二
0



徳
州
。
珪
、
乃
不
敢
言
。
（
原
注
。
梁
夢
昇
、
未
見
。）

即
以
夢
昇
為
賛
善
大
夫
。
既
行
。
又
召
還
曰
、
与
左
賛
善
大
夫
、
伯
知

今
之
文
臣
、
亦
不
必
皆
善
。
乃
探
懐
中
所
記
、
以
進
曰
、
祗
如
梁
夢
昇
、

を
聞
い
た
の
で
、
開
宝
七
年
（
九
七
四
）
五
月
乙
丑

そ
の
た
め
、
商
店
街
で
は
昼
間
か
ら
店
が
閉
じ
ら
れ
た
。
太
祖
は
そ
の
事

上
、
初
臨
御
、
欲
周
知
外
事
、
令
軍
校
史
珪
博
訪
。
珪
、
廉
得
数
事
、

州
、
在
六
年
六
月
。）
国
子
監
丞
梁
夢
昇
、
知
徳
州
。
貴
之
族
人
親
吏
、

至
都
、
以
其
事
告
珪
、
図
去
夢
昇
。
珪
、
悉
記
子
紙
、
将
伺
便
言
之
。

甲
申
、
上
、
従
容
言
、
週
来
、
中
外
所
任
、
皆
得
其
人
。
珪
、
遠
曰
、

法
。
夢
昇
、
真
清
強
吏
也
。
取
所
記
紙
、
召
一
黄
門
、
令
痛
付
中
書
曰、

郭
貴
は
、
前
朝
以
来
、
徳
州
の
長
官
で
あ
る
徳
州
刺
史
と
し
て
、
徳
州

に
勢
力
を
張
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
梁
夢
昇
が
知
徳
州
に
任
じ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
徳
州
刺
史
の
地
位
は
名
目
の
も
の
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

太
祖
は
黄
門
に
「
た
だ
ち
に
夢
昇
を
以
て
賛
善
大
夫
と
為
す
。
」
と

言
っ
て
、
そ
れ
を
中
書
省
に
伝
え
さ
せ
た
が
、
「
賛
善
大
夫
」
は
正
確
に

言
え
ば
、
太
子
左
賛
善
大
夫
と
太
子
右
賛
善
大
夫
と
の
二
つ
が
あ
っ
た
。

な

そ
こ
で
太
祖
は
、
「
左
賛
善
大
夫
を
与
う
。
初
お
徳
州
を
知
せ
し
む
。」
と

言
い
直
し
て
、
梁
夢
昇
を
国
子
監
丞
か
ら
太
子
左
賛
善
大
夫
に
昇
進
さ
せ

る
こ
と
、
及
び
徳
州
知
事
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
を
は

っ
き
り
さ
せ
た
の
で

梁
夢
昇
の
事
績
は
、
こ
の
話
の
他
は
何
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
。『
長
編
』

の
原
注
も
「
梁
夢
昇
は
未
だ
見
ず
。」
と
記
し
て
い
る
。
史
珪
が
太
祖
に

梁
夢
昇
を
談
言
し
た
お
か
げ
で
、
梁
夢
昇
が
剛
直
な
裁
判
官
で
あ
っ
た
こ

と
が
後
世
に
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
何
が
幸
い
す
る
か
わ
か
ら
な
い
。

太
祖
の
罪
刑
法
定
主
義

京
師
の
民
が
官
物
を
売
り
買
い
し
て
、
価
格
が
不
当
で
あ
る
者
が
い
た
。

馬
軍
都
軍
頭
の
史
珪
は
、
密
か
に
人
を
遣
わ
し
て
様
子
を
伺
わ
せ
、
民
の

詐
欺
を
告
発
し
た
。
告
発
さ
れ
た
者
は
往
々
に
し
て
死
刑
に
処
さ
れ
た
。

よ
う
な
詔
を
降
し
た
。

（二

0
八
）

（
十
八
日
）
、
次
の

第
十
話

権
知
徳
州
、
欺
蔑
刺
史
郭
貴
、
幾
至
子
死
。
上
曰
、
此
必
刺
史
所
為
不

る
が
、
宋
で
は
、
職
務
の
な
い
階
官
で
あ
っ
た
。

在
徳
州
、
頗
為
姦
利
。
夢
昇
、
以
法
縄
之
。
貴
、
素
与
珪
善
。
遣

親

信

あ

る

。
太
子
左
右
賛
善
大
夫
は
、
唐
代
に
置
か
れ
た
皇
太
子
侍
従
官
で
あ

漸
蝉
威
福
。
時
徳
州
刺
史
郭
貴
、
権
知
邪
州
。（
原
注
。
貴
、
権
知
邪

白
子
上
。

案
験
皆
実
。
由
是
信
之
。
累
遷
馬
軍
都
軍
頭
、
領
毅
州
刺
史
。

【
原
文
】



【
原
文
】

条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
十
五
、
太
祖
、
開
宝
七
年
五
月

そ
れ
か
ら
は
、
史
珪
が
言
上
す
る
事
を
、
太
祖
は
ま
す
ま
す
用
い
な
く

な
っ
た
の
で
あ
る
。

京
師
民
、
有
市
官
物
、
或
不
当
価
者
。
馬
軍
都
軍
頭
史
珪
、
密
遣
人

い
ま
せ
ん
。
」

ま
し
取
っ
た
の
が
、
こ
の
詔
が
下
さ
れ
る
前
で
あ
れ
ば
、

一
切
、
罪
に
問

准
じ
て
論
ず
。」
「
詐
欺
の
賤
数
、
五
十
匹
を
過
ぐ
る
者
は
、
奏
し
て
救
裁

詐
欺
官
私
取
財
門
の
「
官
私
を
詐
欺
し
て
以
て
財
物
を
取
る
者
は
、
盗
に

を
だ
ま
し
取
っ
た
者
に
対
し
て
は
、
『
宋
刑
統
』
巻
二
十
五
、
詐
偽
律
、

「
古
の
賢
者
が
裁
判
に
つ
い
て
、
法
律
違
反
者
を
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
処

罰
し
て
は
な
ら
な
い
と
助
言
し
た
の
は
、
思
う
に
、
平
凡
な
民
は
た
だ
利

益
だ
け
を
追
求
す
る
も
の
な
の
で
、
法
律
で
処
罰
し
尽
く
す
こ
と
は
で
き

な
い
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
か
つ
、
従
来
の
法
律
は
、

官
物
を
不
当
な
価
格
で
売
買
す
る
者
を
厳
し
く
処
罰
す
る
と
規
定
し
て
は

き
ま
す
。
不
当
な
価
格
で
売
売
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

に
、
妄
り
に
価
格
を
増
減
し
、
官
銭
を
だ
ま
し
取
っ
た
者
が
い
れ
ば
、
訊

（二

0
七）

伺
之
、
告
其
匪
岡
。
往
往
坐
誅
。
列
罪
為
之
昼
閉
。
上
既
聞
其
事
。
乙

将
禁
其
二
価
、
宜
示
以
明
文
。
自
今
、
応
市
易
官
物
、
有
妄
増
損
価
直
、

斉
国
の
丞
相
で
あ
っ
た
曹
参
が
、
漢
の
恵
帝
の
二
年
（
前

一
九
三
）
、
亡

る
際
に
、
斉
の
後
任
の
丞
相
に
、
「
斉
の
獄
市
を
以
て
寄
と
為
す
。
慎
ん

わ
ず
ら
わ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
）
」
と
助
言
し
た
、
と
い
う
『
史

記
』
巻
五
十
四
、
曹
相
国
世
家
に
記
さ
れ
て
い
る
故
事
を
典
拠
と
す
る
文

言
で
あ
る
。

太
祖
が
こ
の
詔
を
下
す
前
は
、
官
物
を
不
当
な
価
格
で
売
買
し
て
官
銭

で
擾
す
る
勿
か
れ
。
（
斉
国
の
裁
判
を
託
し
ま
す
。
慎
重
に
し
て
、
民
を

問
し
て
事
実
と
わ
か
れ
ば
、
す
べ
て
柾
法
の
罪
に
当
て
ま
す
。
官
銭
を
だ
く
な
っ
た
爾
何
に
代
わ
っ
て
漢
の
相
国
に
任
じ
ら
れ
、
召
さ
れ
て
出
発
す

法
律
の
明
文
で
も
っ
て
示
す
べ
き
で
す
。
今
後
は
、
官
物
を
売
買
す
る
際

太
祖
の
詔
に
「
古
人
、
獄
市
を
以
て
寄
と
為
す
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、

い
ま
せ
ん
。
い
い
か
げ
ん
に
人
を
死
刑
に
陥
れ
る
の
は
、

深
く
道
理
に
背

問
。
自
是
、
珪
所
言
、
上
愈
不
用
突
。

欺
岡
官
銭
者
、
案
鞠
得
実
、
並
以
柾
法
論
。
其
犯
在
詔
前
者
、

一
切
不

縄
以
法
也
。
且
先
甲
之
令
、
未
始
申
厳
。
荀
陥
人
子
刑
辟
、
深
非
理
道
。

丑
、
降
詔
曰
、
古
人
以
獄
市
為
寄
者
、
蓋
知
小
民
惟
利
是
従
、
不
可
尽



「
先
甲
の
令
（
従
来
の
法
律
）

は
、
未
だ
始
よ
り
申
厳
（
厳
し
い
規
定

と
に
一
等
を
加
え
、
十
五
匹
に
て
絞
。
（
中
略
）
禄
無
き
者
は
、
各
々

一

等
を
減
ず
。」
「
禄
無
き
人
、
柾
法
賤
を
犯
す
者
は
、
特
に
加
え
て
二
十
五

匹
に
至
ら
ば
、
絞
。」
と
い
う
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
規
定
に
従
え

ば
、
だ
ま
し
取
っ
た
官
銭
が
、
絹
に
換
算
し
て
二
十
五
匹
以
上
で
あ
れ
ば
、

絞
刑
を
当
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

を
置
く
）

せ
ず
。
か
り
そ
め
に
人
を
刑
辟
（
死
刑
）
に
陥
と
し
い
る
る
は
、

臨
主
司
、
財
を
受
け
て
法
を
柾
ぐ
る
者
は
、

一
尺
に
て
杖
一
百
゜

一
匹
ご

し
て
は
、
『
宋
刑
統
』
巻
十
一
、
職
制
律
、
柾
法
蹟
不
柾
法
賤
門
の
「
監

か
ら
、
官
物
を
不
当
な
価
格
で
売
買
し
て
官
銭
を
だ
ま
し
取
っ
た
者
に
対

易
し
、
妄
り
に
価
直
を
増
損
し
、
官
銭
を
欺
岡
す
る
者
有
ら
ば
、
案
鞠
し

太
祖
が
こ
の
詔
を
下
し
た
後
は
、
「
今
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
、
官
物
を
市

、し、

し

し
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

流
三
千
里
で
あ
る
が

を
取
る
。
」
と
い
う
規
定
が
適
用
さ
れ
た
。
こ
の
規
定
に
従
え
ば
、
だ
ま

し
取
っ
た
官
銭
が
、
絹
に
換
算
し
て
五
十
匹
以
下
で
あ
れ
ば
、
最
高
刑
は

（
賊
盗
律
、
窃
盗
条
、
名
例
律
、
称
反
坐
罪
之
条
）
、

五
十
匹
を
越
え
る
と
、
流
三
千
里
よ
り
も
重
い
刑
を
当
て
る
か
ど
う
か
の

判
断
が
皇
帝
に
委
ね
ら
れ
る
。
皇
帝
は
、
死
刑
と
判
断
す
る
か
も
し
れ
な

て
実
を
得
ば
、
並
び
に
柾
法
を
以
て
論
ず
。」
と
こ
の
詔
が
命
じ
て
い
る

（二

0
六
）

で
あ
り
、
母
の
慈
愛
の
た
と
え
で
あ
る
。
「
寒
泉
」
は
、
衛
国
の
浚
と
い

亡
く
な
っ
た
。
「
凱
風
」
も
「
寒
泉
」
も
『
詩
経
』
国
風
、
邸
風
、
凱
風

第
十

一
話
子
孫
が
繁
栄
し
た
理
由

る
。

深
く
理
道
に
非
ず
。
将
に
其
の
二
価
を
禁
ぜ
ん
と
せ
ば
、
宜
し
く
示
す
に

問
わ
ず
。」
と
い
う
詔
文
に
、
太
祖
の
罪
刑
法
定
主
義
が
表
明
さ
れ
て
い

哲
宗
の
紹
聖
二
年

(
1
0
九
五
）
三
月
九
日
、
蘇
軟

(
1
0
三
六

i
-

I
O
 
1

)

 

は
流
譲
地
の
恵
州

（現
在
の
広
東
省
恵
州
市
）

で
、
陶
淵
明
の

「
晋
故
征
西
大
将
軍
長
史
孟
府
君
伝
」
に
「
凱
風
・
寒
泉
の
思
い
、
実
に

そ
の
心
に
あ
つ
ま
る
。（
原
文
。
凱
風
寒
泉
之
思
、
実
鍾
蕨
心
。）
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
を
読
ん
で
、
母
を
思
い
出
し
て
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ

た
。
蘇
軟
の
母
は
嘉
祐
二
年

(
1
0
五
七
）
、
蘇
軟
が
二
十
二
歳
の
時
に

に
出
て
く
る
言
葉
で
あ
る
。
「
凱
風
」
は
、
万
物
を
成
長
さ
せ
養
う
南
風

う
都
市
に
あ
っ
た
、
都
市
全
体
を
潤
す
泉
で
あ
り
、
母
に
対
す
る
孝
養
の

た
と
え
で
あ
る
。
「
凱
風
・
寒
泉
の
思
い
、
実
に
そ
の
心
に
あ
つ
ま
る
。
」

と
は
、
「
母
の
慈
愛
に
対
す
る
感
謝
の
念
や
、
母
に
十
分
に
孝
養
を
尽
く

せ
な
か
っ
た
後
悔
の
念
が
、
私
（
陶
淵
明
）
三

の
心
に
強
く
こ
み
上
げ
て
き

明
文
を
以
て
す
べ
し
。（
中
略
）
其
れ
、
犯
、
詔
前
に
在
る
者
は
、

一
切、



正
月
）
、
宋
朝
本
土
の
任
官
資
格
者
は
遠
官
に
就
き
た
が
ら
な
か
っ
た

の
で
、
蜀
地
方
の
官
に
空
き
が
で
き
る
と
、
地
元
の
人
の
中
か
ら
正
義

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
後
蜀
が
平
定
さ
れ
る
と
（
乾
徳
三
年
（
九
六
五
）

と
う
そ
の
盗
人
は
死
刑
を
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
程
公
は
、
有
罪
の
囚
人

争
っ
て
や
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
復
び
取
り
調
べ
官
が
変
更
さ
れ
、
と
う

更
し
、
程
公
は
そ
の
冤
罪
を
正
し
た
の
で
す
が
、
県
尉
と
獄
捺
と
は

眉
山
県
）

の
人
で
す
。
情
深
い
性
格
で
も
っ
て
郷
里
の
人
々
か
ら
信
頼

て
、
自
分
は
冤
罪
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。
取
り
調
べ
官
を
程
公
に
変

外
曽
祖
父
の
程
公
は
、
諒
は
仁
覇
、
眉
州
眉
山
県
（
現
在
の
四
川
省

【
和
訳
】

そ
の
「
外
曽
祖
程
公
逸
事
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

流
し
て
泣
い
て
お
り
、
衣
が
び
し
よ
び
し
ょ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
程

の
兄
の
子
で
あ
り
、
蘇
試
の
姉
の
夫
で
あ
っ
た
程
之
オ
が
、
曽
祖
父
の
程

祖
父
で
あ
る
程
仁
覇
の
逸
話
を
記
し
た
。
『
東
披
全
集
』
巻
九
十
三
に
収

講
談
社
学
術
文
庫
、

（
合
山
究
訳
。

仁
覇
の
簡
単
な
伝
記
を
書
い
て
く
れ
る
よ
う
、
蘇
献
に
依
頼
し
た
と
い
う
。

一
九
八
七
年
。

二
四
七
頁
）
に
拠
れ
ば
、
蘇
軟
の
母

全
書
本
の
影
印
本
を
見
た
。
林
語
堂
『
蘇
東
披
』
（
下
）

を
受
け
取
っ
て
、
拷
問
し
て
罪
を
こ
し
ら
え
ま
し
た
。
太
守
（
州
の
長

め
ら
れ
て
い
る
「
外
曽
祖
程
公
逸
事
」
で
あ
る
。「
東
披
全
集
』
は
四
庫

件
と
し
て
報
告
し
ま
し
た
。
眉
州
の
獄
橡
（
推
鞠
を
掌
る
。）

は
賄
賂

根
の
所
有
者
に
あ
た
り
ま
し
た
。
県
尉
は
褒
賞
を
期
待
し
て
、
強
盗
事

読
ん
だ
後
で
、
陶
淵
明
と
同
じ
よ
う
に
、
母
の
祖
父
で
あ
り
自
分
の
外
曽

た
。
実
際
は
窃
盗
だ
っ
た
の
で
す
が
、
持
っ
て
い
た
刃
物
が
誤
っ
て
大

西
大
将
軍
長
史
孟
府
君
伝
」
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
蘇
試
は
、
こ
の
伝
を

ぶ
た
め
に
、
母
の
父
で
あ
り
自
分
の
外
祖
父
で
あ
る
孟
嘉
の
伝
「
晋
故
征

桓
温
の
長
史
で
あ
っ
た
孟
嘉
の
第
四
女
で
あ
る
。
陶
淵
明
は
、
母
を
し
の

ま
し
た
。」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
陶
淵
明
の
母
は
、
晋
の
征
西
大
将
軍

眉
山
県
尉
が
、
大
根
（
原
文
。
薩
服
根
）
を
盗
ん
だ
者
を
捕
え
ま
し

（二
0
五）

参
軍

（州
の
官
吏
の
怠
慢
や
法
律
違
反
を
糾
す
こ
と
を
掌
る
。）

に
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

官
）
が
慮
囚

（
冤
罪
の
囚
人
が
い
な
い
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
）
を

し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
の
囚
人
は
渡
り
廊
下
の
下
に
坐

っ
て
、
涙
を

公
は
、
た
ま
た
ま
そ
こ
に
通
り
が
か
り
、
そ
の
囚
人
が
冤
罪
で
あ
る
こ

と
を
知
り
、
す
ぐ
に
そ
の
盗
人
に
言
い
ま
し
た
。「
あ
な
た
が
冤
罪
で

あ
る
こ
と
を
、
ど
う
し
て
自
分
か
ら
言
わ
な
い
の
で
す
か
。
私
が
あ
な

た
の
た
め
に
冤
罪
を
正
し
ま
し
ょ
う
。」
盗
人
は
程
公
の
言
葉
に
従
っ

に
従
っ
て
行
動
す
る
者
を
選
ん
で
用
い
ま
し
た
。
程
公
は
眉
州
の
録
事

ニ
四



し
た
。
程
公
の
曽
孫
は
皆
、
出
仕
し
て
名
声
が
あ
り
、
三
人
（
程
之

て
争
っ
て
お
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
今
に
な
っ
た
の
で
す
。
公
の
寿
命

二
五

り
ま
し
た
。

急
死
し
ま
し
た
。

三
十
年
余
り
後
、
程
公
は
白
昼
、
か
の
盗
人
が
庭
に
拝
伏
し
て
い
る

の
を
見
ま
し
た
。
盗
人
が
言
い
ま
し
た
。「
県
尉
と
獄
橡
と
は
ま
だ
罪

府
は
公
を
召
し
て
暫
時
、
証
言
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
私
は

叩
頭
し
て
「
私
の
せ
い
で
公
を
驚
か
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
」
と
言
っ

は
今
日
、
尽
き
ま
す
。
私
が
公
を
か
つ
い
で
往
き
ま
す
。
暫
時
、
証
言

し
て
下
さ
れ
ば
、
す
ぐ
に
人
の
世
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
子
孫
が
長

生
き
し
、
高
位
高
官
が
門
に
満
ち
る
の
で
す
。」
程
公
は
つ
ぶ
さ
に
盗

人
の
言
葉
を
家
人
に
伝
え
、
沐
浴
し
て
衣
冠
を
整
え
、
就
寝
し
て
そ
の

ま
ま
亡
く
な
り
ま
し
た
。

オ
・
之
元
・
之
郡
）
が
同
時
に
監
司
（
路
の
監
督
官
）
に
在
任
し
ま
し

た
。
程
公
の
玄
孫
は
、
立
派
な
官
僚
に
な
る
た
め
に
ま
す
ま
す
盛
ん
に

す
。
あ
る
人
が
言
い
ま
し
た
。「
盗
人
が
程
公
を
徳
と
す
る
の
が
深
い

あ
ま
り
、
程
公
を
煩
わ
せ
て
暫
時
、
証
言
し
て
も
ら
う
に
忍
び
な
い
の

は
か
ま
い
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
県
尉
と
獄
橡
と
に
対
す
る
裁
判
が
久

る
盗
人
の
気
持
ち
に
か
こ
つ
け
て
、
裁
判
を
引
き
延
ば
し
て
、
県
尉
と

紹
聖
二
年
三
月
九
日
、
私
、
献
は
、
恵
州
に
在
っ
て
、
陶
潜
が
作
っ

た
「
外
祖
孟
嘉
伝
」

（「
晋
故
征
西
大
将
軍
長
史
孟
府
君
伝
」
を
指
す
。）

に
、
「
凱
風
・
寒
泉
へ
の
思
い
が
、
強
く
自
分
の
心
に
こ
み
上
げ
て
き

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
程
公
の
逸
事
を
記
し
て
、
程
氏

（程
之
オ
）

公
、
詭
仁
覇
、
眉
山
人
。
以
仁
厚
、
信
於
郷
里
。
蜀
平
。
中
朝
士
大

夫
、
憚
遠
宦
。
官
閑
、
選
土
人
有
行
義
者
摂
。
公
摂
録
参
軍
。
眉
山
尉

有
得
盗
薩
服
根
者
。
実
窃
、
而
所
持
刃
、
誤
中
主
人
。
尉
幸
賞
、
以
劫

聞
。
獄
橡
受
昧
、
掠
成
之
。
太
守
、
将
慮
囚
。
囚
坐
廃
下
、
泣
沸
、
衣

（二

0
四）

程
溶
）
が
一
族
で
始
め
て
高
官
と
な
り
、
八
十
五
歳
ま
で
長
生
き
し
ま

（
程
文
応
）
が
九
十
歳
ま
で
長
生
き
し
、
舅
氏
（
お
じ
。
母
の
兄
弟
。

私
、
軟
は
幼
い
時
に
こ
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
外
祖
父

【
原
文
】

に
贈
り
ま
す
。
陶
淵
明
の
気
持
ち
に
近
い
で
す
。

ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
を
読
み
、
と
て
も
悲
し
い
気
持
ち
に

獄
橡
と
を
苦
し
め
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

に
伏
し
ま
せ
ん
。
公
を
待
っ
て
罪
を
決
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
地
下
の
冥

し
く
決
着
し
な
か
っ
た
の
は
、
冥
府
の
裁
判
官
も
ま
た
、
程
公
に
対
す

一
か
月
た
た
な
い
う
ち
に
、
県
尉
と
獄
橡
と
は
二
人
と
も

勉
強
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
県
尉
と
獄
橡
と
の
子
孫
は
衰
微
し
て
い
ま

を
釈
放
し
よ
う
と
し
た
罪
（
原
文
。
逸
囚
）
に
当
て
ら
れ
、
免
職
に
な



て
聞
す
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
劫
」
は
「
強
盗
」
の
意
味
で
あ
る
。
大

る
と
こ
ろ
の
刃
、
誤
っ
て
主
人
に
あ
た
る
。
尉
、
賞
を
ね
が
い
、
劫
を
以

で
、
傷
つ
け
も
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
た
だ
の
大
根
泥
棒
で
あ
る
。

「
眉
山
尉
、
薩
服
根
を
盗
む
者
を
得
る
有
り
。
実
は
窃
な
る
も
、
持
す

之
心
也
。

尽
湿
。
公
適
過
之
。
知
其
寃
、
咋
謂
盗
曰
、
汝
寃
、
益
自
言
。
吾
為
汝

匝
之
。
盗
果
称
寃
。
移
獄
。
公
既
直
其
事
、
而
尉
橡
争
不
已
。
復
移
獄
。

党
殺
盗
。
公
坐
逸
囚
、
罷
帰
。
不
及
月
、
尉
橡
皆
暴
卒
。
後
三
十
余
年
、

『
東
披
全
集
』
（
中
文
出
版
社
影
印
）
は
「
往
」
に
作
る
。
）
、
即
生
人

寿
八
十
五
。
曽
孫
、
皆
仕
有
声
、
同
時
為
監
司
者
三
人
。
玄
孫
宦
学
益

可
也
。
而
獄
久
不
決
、
登
主
者
亦
因
以
苦
尉
橡
也
敷
。
紹
聖
二
年
三
月

九
日
、
軟
在
恵
州
、
読
陶
潜
所
作
外
祖
孟
嘉
伝
云
、
凱
風
寒
泉
之
思
、

実
鍾
厭
心
。
意
悽
然
悲
之
。
乃
記
公
之
逸
事
、
以
遺
程
氏
。
庶
幾
淵
明

（二

0
三）

何
も
取
ら
な
く
て
も
死
罪
で
あ
る
。
「
宋
刑
統
』
巻
十
九
、
賊
盗
律
、
強

盗
窃
盗
門
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
周
顕
徳
五
年
（
九
五
八
）
七
月
七
日
救
条

う
も
の
は
、
有
賊
・
無
誡
を
問
わ
ず
、
並
び
に
死
に
処
す
。
」
と
定
め
ら

傷
人
門
の
「
盗
に
因
り
て
、
過
失
に
て
人
を
殺
傷
す
る
者
は
、
闘
殺
傷
を

以
て
論
ず
。
死
（
絞
刑
．
斬
刑
を
指
す
。）

に
至
る
者
は
加
役
流
。
」
と
い

う
規
定
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
規
定
に
従
え
ば
、
た
と

え
大
根
の
所
有
者
を
誤
っ
て
殺
し
た
と
し
て
も
死
罪
に
は
当
た
ら
な
い
。

ま
し
て
や
、
持
っ
て
い
た
刃
物
が
大
根
の
所
有
者
に
誤
っ
て
触
れ
た
だ
け

「
公
、
逸
囚
に
坐
し
、
罷
帰
す
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
逸
囚
」
と

誤
っ
て
傷
つ
け
た
と
す
れ
ば
、
『
宋
刑
統
』
巻
二
十
、
賊
盗
律
、
因
盗
殺

盛
。
而
尉
橡
之
子
孫
微
突
。
或
謂
、
盗
徳
公
之
深
、
不
忍
煩
公
暫
対
、

い
る
。
大
根
を
窃
盗
し
た
者
が
、
持
っ
て
い
た
刃
物
で
大
根
の
所
有
者
を

門
、
程
公
逸
事
は
、
「
誤
中
主
人
」
の
箇
所
を
「
誤
傷
主
人
」
に
作
っ
て

而
卒
。
軟
、
幼
時
、
聞
此
語
。
已
而
外
祖
父
寿
九
十
、
舅
氏
、
始
貴
顕
、

九
編
所
収
。
乾
道
五
年
（
―

-
六
九）

の
序
が
あ
る
。
）
巻
十
八
、
雑
誌

天
、
子
孫
寿
禄
、
朱
紫
満
門
突
。
公
具
以
語
家
人
、
沐
浴
衣
冠
、
就
寝
誤
中
主
人
。
）
」
と
あ
る
。
『
分
門
古
今
類
事
』
（
『
箪
記
小
説
大
観
』
第
十

「
持
す
る
と
こ
ろ
の
刃
、
誤
っ
て
主
人
に
あ
た
る
。
（
原
文
。
所
持
刃
、

公
寿
尽
今
日
。
我
為
公
荷
担
而
往
。
暫
対
（
「
対
」
、
道
光
十
二
年

刊

れ

て

い

る

。

府
欲
召
公
暫
対
。
我
叩
頭
争
之
曰
、
不
可
以
我
故
驚
公
。
是
以
至
今
゜

公
、
昼
日
、
見
盗
拝
庭
下
、
曰
、
尉
捺
未
伏
、
待
公
而
決
。
前
此
、
地

に
「
今
後
、
あ
ら
ゆ
る
、
使
（
兇
器
を
意
味
す
る
。
）
を
持
し
て
劫
を
行

根
を
窃
盗
す
る
の
は
軽
い
罪
で
あ
る
が
、
兇
器
を
持
っ
て
強
盗
す
れ
ば
、

二
六



る
。

い
う
語
は
律
に
は
出
て
こ
な
い
。
「
宋
刑
統
』
巻
三
十
、
断
獄
律
、
官
司

出
入
人
罪
門
に
定
め
ら
れ
て
い
る
「
失
出
」
の
罪
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

公
逸
事
」
は
、

「逸
囚
」
を

「註
囚
」
に
作

っ
て
い
る
。
「註
」
は
、
誘
う

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「試
囚
」
と
い
う
語
も
律
に
は
出
て
こ
な
い
。

あ
る
。「
舅
氏

（母
の
兄
弟
）
始
め
て
貴
顕
た
り
。
寿
八
十
五
。」
と
あ
る

程
公
墓
誌
銘
」
は
、
程
溶
は
元
豊
五
年

(
1
0
八
二）

に
八
十
二
歳
で
卒

し
た
、
と
記
し
て
い
る
。
「
墓
誌
銘
」
に
拠
れ
ば
、
程
溶
は
、
天
聖
五
年

(1
0
二
七
）
に
同
学
究
出
身
を
賜
わ
り
、
鳳
翔
府
節
度
推
官
等
に
任
じ

ら
れ
た
後
、
進
士
乙
科
に
合
格
し
、
提
点
荊
湖
南
路
刑
獄
、

裳
州
路
転
運

使
等
を
歴
任
し
、
熙
寧
三
年

(
1
0
七
0
)
、
七
十
歳
で
致
仕
し
た
。
「
墓

誌
銘
」
に
は
、
程
溶
が
行
な

っ
た
名
裁
判
の
話
が
い
く
つ
か
記
さ
れ
て
い

「曽
孫
、
皆
、
仕
え
て
声
有
り
。
時
を
同
じ
く
し
て
監
司
た
る
者
三

「舅
氏
」
は
程
溶
を
指
す
。
「寿
八
十
五
」
と
あ
る
が
、
「
太
中
大
夫
武
昌

二
七

と
に
作
っ
た
程
氏
の
系
図
を
掲
げ
て
お
く
。

i
-
―
六
七
）
は、

い
く
つ
か
の
州
の
知
事
を
歴
任
し
た

人
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。
「
監
司
」
は
、
各
路
に
属
す
る
州
県
の
行
政
や

裁
判
を
監
督
す
る
、
各
路
に
置
か
れ
て
い
た
官
司
の
総
称
で
あ
り
、
転
運

使
・
副
使
・
判
官
、
提
点
刑
獄
公
事
、
提
挙
常
平
官
を
指
す
。
「
三
人」

い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
三
人
が
同
時
に
監
司
の
任
に
在

っ
た
時
期
は
確
認

で
き
な
い
。
程
之
郡
は

「宋
史
』
巻
三
五
三
に
伝
が
あ
る
。「
鳳
翔
府

返
す
金
が
無
か
っ
た
の
で
、
自
ら
自
宅
を
焼
い
て
、
失
火
で
あ
る
と
う
そ

を
つ
い
た
。
ま
た
、

主
蔵
吏
が
四
人
の
下
女
を
殺
し
た
が
、
そ
の
こ
と
を

知
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
程
之
部
は
こ
れ
ら
の
悪
事
を
あ
ば
い
た
。
鳳
翔

あ
る
程
之
部
の
子
、
程
唐

(
1
0
七
一

i
-
―
五
三
）

は
宝
文
閣
学
士
に

宝
文
閣
学
士
開
国
郡
公
程
丈
哀
詞
）
。
程
唐
の
子
、
程
敦
書
(
―

1
0
1

（見
公
遡
『
嵩

山
集
』
巻
五
十
二
、
程
叩
州
墓
誌
銘
）
。
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
史
料
を
も

程
仁
覇
は
、
寃
罪
の
囚
人
を
死
刑
か
ら
救
う
の
に
失
敗
し
た
。
し
か
し
、

（二

0
二）

至
っ
た

（「
宋
史
』
巻
三
五
三
、
程
之
郡
伝
。
史
発
弼
「
蓮
峯
集
』
巻
十
、

「
玄
孫
は
宦
学
ま
す
ま
す
盛
ん
な
り
。」
と
あ
る
。
程
仁
覇
の
曽
孫
で

府
の
人
々
は
こ
の
こ
と
を
語
り
伝
え
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

し
て
名
が
記
さ
れ
て
い
る
程
文
応
で
あ
る
。
程
溶
は
、
蘇
軟
の
母
の
兄
で

『浄
徳
集
』
巻
二
十

一
、
太
中
大
夫
武
昌
程
公
墓
誌
銘
に
、
程
溶
の
父
と

「
已
に
し
て
外
祖
父
、
寿
九
十
。」
と
あ
る
「
外
祖
父
」
は
、
呂
陶

（現
在
の
映
西
省
鳳
翔
県
）

の
知
事
で
あ
っ
た
時
、
あ
る
民
が
借
金
し
て

宦
紀
聞
』
（
中
華
書
局
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
本
）
巻
五
所
掲
「
外
曽
祖
程

『分
門
古
今
類
事
』
巻
十
八
、
雑
誌
門
、
程
公
逸
事
、
及
び
張
世
南

「滸

は
、
程
仁
覇
の
孫
で
あ
る
程
溶
の
子
、
程
之
オ
・
之
元
・
之
部
を
指
し
て



第
十
二
話

欽
宗
の
靖
康
元
年
(
-
―

二
六
）
閏
十
一
月
、
金
軍
が
京
城
を
陥
落
さ

あ
ろ
う
か
。

太
祖
の
誓
い

う
こ
と
が
で
き
た
裁
判
官
は
、

一
体
ど
れ
ほ
ど
子
孫
が
繁
栄
す
る
こ
と
で

東
披
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
冤
罪
の
囚
人
を
死
刑
か
ら
救

の
誓
約
に
関
す
る
徽
宗
の
言
葉
を
高
宗
に
伝
え
た

遣
わ
し
た
。
曹
助
は
、
建
炎
元
年
（

救
お
う
と
し
た
だ
け
で
も
、
こ
れ
ほ
ど
子
孫
が
繁
栄
し
、
孫
女
か
ら
は
蘇

徽
宗
は
燕
山
府
（
現
在
の
北
京
市
）

か
ら
密
か
に
曹
助
を
高
宗
の
下
に

―
二
七
）
七
月
丙
辰
（
二
十
八

日
）
、
南
京
応
天
府
（
現
在
の
河
南
省
商
丘
県
）
に
至
り
、
徽
宗
が
「
す

ぐ
に
皇
帝
の
位
に
即
い
て
、
父
母
を
救
い
に
来
て
下
さ
い
。」
と
え
り
の

中
に
自
ら
書
い
た
御
衣
を
高
宗
に
た
て
ま
つ
っ
た
。
そ
し
て
後
日
、
太
祖

（
曹
励
『
松
隠
集
』
巻

二
十
六
、
進
前
十
事
筍
子
。「
宋
史
』
本
紀
。
同
書
巻
三
七
九
、
曹
励
伝
。

帝
は
必
ず
、
こ
の
事
実
を
知
っ
て
、
自
戒
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」

程氏系図

ー
蘇
輯
の
母
廣

奇

ー
沿
|
|
之

廉

靖
康
年
間
(
-
―

二
六
i

―
二
七
）
に
誅
罰
が
甚
し
か
っ
た
こ
と
で
す
。

蕪

て
軽
々
し
く
変
更
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
い
つ
も
反
省
し
て
い
る
の
は
、

ー
堤

山義
廃

以一

い
ま
だ
か
つ

、＇ノ2
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四
）
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
帰
っ
て
新
皇
帝
に
こ
う
奏
上
し
て
下
さ

い
。
太
祖
皇
帝
は
誓
約
を
し
て
、
そ
れ
を
太
廟
に
保
管
し
ま
し
た
。
そ
の

「
言
官
」
）
を
誅
殺
し
ま
せ
ん
。
こ
の
誓
約
を
破
れ
ば
、
不
幸
が
降
り
か

↓才
庚 庚

以正

（二

0
1

)

 

せ
、
翌
二
年
三
月
、
金
人
は
上
皇
徽
宗
を
脅
し
て
金
国
へ
向
か
っ
て
出
発

誓
約
と
は
、
大
臣
お
よ
び
意
見
を
言
上
し
た
官
僚
（
原
文
「
言
事
官
」

か
り
ま
す
よ
う
に
（
原
文
。
違
者
不
詳
。
）
、
と
い
う
も
の
で
す
。
で
す
か

ら
私
の
前
の
七
代
の
皇
帝
は
、
こ
の
誓
約
を
守
り
続
け
て
、

今
日
の
禍
い
の
原
因
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
新
皇

さ
せ
た
。
道
中
、
徽
宗
は
御
伴
を
し
て
い
た
曹
勘

(
1
0
九
八

i
-
―
七

ニ
八



ま
や
に
拝
謁
し
て
礼
が
終
わ
れ
ば
、

つ
つ
し
ん
で
誓
い
の
言
葉
を
読
ん

こ
の
年
、
秋
の
お
祭
り
の
時
、
礼
官
が
み
こ
と
の
り
通
り
に
奏
請
し

ま
し
た
。
太
祖
は
、
央
室
の
前
に
詣
り
、

二
拝
し
て
階
段
を
昇
り
ま
し

は
皆
、
遠
く
離
れ
て
庭
中
に
立
ち
ま
し
た
。
宦
官
が
、
封
鎖
の
状
態
を

確
か
め
て
、
か
ぎ
を
開
け
、
先
に
室
内
に
入
っ
て
香
を
焚
き
、
あ
か
り

た
。
年
少
の
宦
官
で
文
字
を
読
め
な
い
者
が
一
人
だ
け
従
い
、
他
の
者

で
下
さ
い
、
と
奏
請
し
て
下
さ
い
。
」
と
み
こ
と
の
り
し
ま
し
た
。

し
て
「
今
後
は
、
季
節
の
お
祭
り
及
び
新
天
子
の
即
位
の
時
に
、

み
た

い
の
言
葉
は
三
行
に
刻
ま
れ
、

二
九
一
行
に
「
柴
氏
（
後
周
の
世
宗
柴
栄
と

る
諸
器
物
を
悉
く
持
っ
て
ゆ
き
、
門
が
す
べ
て
開
け
っ
放
し
に
な
り
、

靖
康
の
変
が
起
こ
り
、
野
蛮
人
が
太
廟
に
入
り
、
礼
楽
祭
祀
に
用
い

人
々
は
勝
手
に
太
廟
の
中
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誓
碑
は
高
さ

が
七
八
尺
（
一
尺
は
約
三
一
セ
ン
チ
）
、
幅
が
四
尺
余
り
で
し
た
。
誓

（二

0
0
)

事
を
誓
う
の
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

を
任
せ
た
人
達
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
腹
心
の
大
臣
で
さ
え
、
皇
帝
が
何

は
皆
、
天
下
の
期
待
を
集
め
、
歴
代
の
皇
帝
が
最
も
頼
り
に
し
て
政
治

ぎ
を
掛
け
て
大
変
厳
重
に
封
鎖
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
関
係
官
司
に
対

物
）
の
央
室
（
左
右
の
脇
部
屋
）
に
立
て
、
こ
れ
を
「
誓
碑
」
と
呼
び

腹
心
の
大
臣
、
例
え
ば
趙
緯
王

太
廟
（
皇
帝
の
先
祖
を
祭
る
施
設
）

の
寝
殿
（
み
た
ま
や
の
背
後
の
建

【
和
訳
】

そ
の
後
、
歴
代
の
皇
帝
は
皆
、
こ
の
儀
式
を
故
事
と
し
て
踏
襲
し
、

た
の
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

る
。「
避
暑
漫
抄
』
は
叢
書
集
成
初
編
（
中
華
書
局
）
所
収
本
を
見
た
。

室
か
ら
出
ま
し
た
。
群
臣
及
び
近
侍
の
者
は
皆
、
太
祖
が
何
事
を
誓
っ

『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
巻
四
・
巻
七
）
。

意
見
を
言
上
し
た
官
僚
を
誅
殺
し
な
い
、
と
い
う
太
祖
の
誓
約
に
関
し

て
は
、
「
避
暑
漫
抄
』
所
引
「
秘
史
』
に
次
の
よ
う
な
詳
し
い
記
述
が
あ

太
祖
は
、
天
命
を
受
け
て
三
年
目
に
、
密
か
に
―
つ
の
碑
を
刻
み
、

ま
し
た
。
金
箔
を
ち
ら
し
た
黄
色
い
垂
幕
で
こ
れ
を
遮
蔽
し
、
門
に
か

う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
太
祖
は
、
碑
の
前
に
至
っ
て
二
拝
し
、
脆
い

て
碑
を
見
上
げ
、
誓
い
の
言
葉
を
黙
誦
し
終
わ
り
、
再
び
二
拝
し
て
央

季
節
の
祭
り
の
時
ご
と
に
、
太
祖
が
し
た
よ
う
に
碑
に
伏
謁
し
、
誓
い

の
言
葉
を
恭
し
く
読
み
、
そ
の
内
容
を
他
人
に
漏
ら
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
趙
普
）
・
王
魏
公
（
王
旦
）
・
韓
魏
公

（
韓
埼
）
・
富
鄭
公
（
富
弼
）
・
王
荊
公
（
王
安
石
）
・
文
渦
公
（
文
彦

博
）
・
司
馬
温
公
（
司
馬
光
）
．
呂
許
公
（
呂
夷
簡
）
．
申
公
（
呂
公
著
）

を
つ
け
て
、
垂
幕
を
掲
げ
、
急
い
で
走
っ
て
階
下
に
降
り
、
仰
ぎ
視
よ



下
、
不
敢
仰
視
。
上
至
碑
前
再
拝
、
脆
聰
黙
誦
屹
、
復
再
拝
而
出
。
群

皆
遠
立
庭
中
。
黄
門
験
封
啓
鍮
、
先
入
焚
香
明
燭
、
掲
帳
、
亜
走
出
階

及
新
天
子
即
位
、
謁
廟
礼
畢
、
奏
請
恭
読
誓
詞
。
是
年
秋
享
、
礼
官
奏

請
如
勅
。
上
詣
室
前
、
再
拝
陸
階
。
独
小
黄
門
不
識
字
者
一
人
従
、
余

藝
祖
受
命
之
三
年
、
密
鍋
一
碑
、
立
子
太
廟
寝
殿
之
央
室
、
謂
之
誓

言
上
し
た
官
僚
を
誅
殺
し
な
い
、
と
い
う
太
祖
の
誓
約
が
碑
に
刻
ま
れ
て

い
た
、
と
い
う
記
述
は
、
趙
彦
衛
『
雲
麓
漫
紗
」
巻
十
に
も
見
ら
れ
る
。

そ
こ
に
は
「
藝
祖
（
太
祖
を
指
す
。
）

の
御
筆
に
「
南
人
を
用
い
て
相
と

証
し
て
い
る
。
「
秘
史
』
は
著
者
も
著
作
年
代
も
わ
か
ら
な
い
。
意
見
を

碑
。
用
錯
金
黄
帳
蔽
之
、
門
鎗
封
閉
甚
厳
。
因
勅
有
司
、
自
後
、
時
享

り
の
一
行
に
「
子
孫
で
こ
の
誓
い
に
背
く
者
が
い
れ
ば
、
天
が
必
ず
そ

後
に
建
炎
年
間
(
-
―
二
七

i
-
―
三

0
)
に
、
曹
勘
が
金
虜
の
地

か
ら
帰
る
際
に
、
太
上
皇
帝
（
徽
宗
）
が
、
「
祖
宗
の
誓
碑
が
太
廟
に

云
々
。
」
と
い
う
言
葉
を
曹
助
に
託
し
ま
し
た
。
（
原
注
。
秘
史
。
）

一
云
、
不
得
殺
士
大
夫
及
上
書
言
事
人
。

一
云
、
子
孫
有
油

祖
宗
誓
碑
在
太
廟
。
恐
今
天
子
不
及
知
。
云
々
。
（
原
注
。
秘
史
。
）

約
及
誓
碑
」
（
「
文
史
』

二
0
1
0
年
第
三
輯
掲
載
）
は
、
『
避
暑
漫

抄
』
は
明
代
中
葉
に
何
者
か
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考

【
原
文
】

五
ー
―

二
0
九
）
と
記
す
が
、
劉
浦
江
「
祖
宗
之
法
ー
再
論
宋
太
祖
誓

叢
書
集
成
初
絹
所
収
『
避
暑
漫
抄
』
は
編
者
を
南
宋
の
陸
湘
（

あ
り
ま
す
。
恐
ら
く
は
今
の
天
子
は
御
存
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

此
誓
者
、
天
必
痙
之
。
後
建
炎
中
、
曹
勘
自
虜
中
回
。
太
上
寄
語
云
、

の
者
を
誅
殺
し
ま
す
。
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

坐
支
属
。

得
加
刑
。
縦
犯
謀
逆
、
止
於
獄
中
賜
尽
、
不
得
市
曹
刑
戦
、
亦
不
得
連

し
た
。
別
の
一
行
に
「
士
大
夫
（
読
書
人
）
及
び
上
書
し
て
意
見
を
述

戎
入
廟
、
悉
取
礼
楽
祭
祀
諸
法
物
而
去
。
門
皆
洞
開
、
人
得
縦
観
。
碑

た
、
親
族
を
連
坐
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま

そ
の
子
恭
帝
柴
宗
訓
）
の
子
孫
が
罪
を
犯
し
て
も
、
刑
を
加
え
る
こ
と

を
賜
わ
る
だ
け
で
、
市
場
で
死
刑
に
処
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

べ
る
人
（
原
文
。
上
書
言
事
人
）
を
殺
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
」
、
残

申
公
、
皆
天
下
重
望
、
累
朝
最
所
椅
任
、
亦
不
知
也
。
靖
康
之
変
、
犬

止
高
七
八
尺
、
闊
四
尺
余
。
誓
詞
三
行
。

一
云
、
柴
氏
子
孫
有
罪
、
不

公
・
韓
魏
公
・
富
鄭
公
・
王
荊
公
・
文
渦
公
・
司
馬
温
公
・
呂
許
公

は
で
き
ま
せ
ん
。
た
と
え
謀
反
の
罪
を
犯
し
て
も
、
た
だ
獄
中
で
自
殺

時
伏
謁
、
恭
読
如
儀
、
不
敢
漏
泄
。
雖
腹
心
大
臣
、
如
趙
韓
王
・
王
魏

臣
及
近
侍
、
皆
不
知
所
誓
何
事
。
自
後
、
列
聖
相
承
、
皆
踵
故
事
、
歳

三
〇

（
一
九
九
）



「
以
後
、
子
孫
、
皇
帝
と
な
る
時
、
並
び
に
丞
相
を
立
つ
る
を
許
さ
ず
。

よ。」
「
以
後
、
子
孫
、
皇
帝
と
な
る
時
、
（
中
略
）
並
び
に
諒
刺
（
入
れ

祖
の
訓
戒
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

王
曽
堆
「
岳
飛
之
死
」
（
『
歴
史
研
究
』

は
、
「
宋
朝
と
明
朝
と
は
同
じ
で
は
な
い
。
明
朝
は
臣
僚
を
草
芥
の
よ
う

に
濫
殺
し
た
が
、
宋
朝
は
そ
れ
と
は
反
対
に
臣
僚
を
非
常
に
優
遇
し
た
。」

と
述
べ
て
い
る
。
全
く
そ
の
通
り
で
あ
る
。
『
皇
明
祖
訓
』
（
「
皇
明
制
書
』

下
巻
所
収
、
古
典
研
究
会
）

一
九
七
九
年
第
十
二
期
掲
載
）

の
「
祖
訓
首
章
」
に
、
次
の
よ
う
な
明
の
太

墨
）
・

排

（あ
し
き
り
）
．

IIJ
．
闇
割
の
刑
を
用
い
る
を
許
さ
ず
。

（中
略
）

臣
下
、
敢
え
て
、
此
の
刑
を
用
い
ん
こ
と
を
奏
す
る
者
有
ら
ば
、
文
武
群

臣
、
即
時
に
劾
奏
せ
よ
。
犯
人
を
も
っ
て
凌
遅
し
、
全
家
、
死
に
処
せ

（一

九
八
）

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
中
華
書
局
）

所
収
本
を
見
た
。
「
諫
官
」
は
、
特
定
の
官
職
を
指
し
て
い

非
吾
子
孫
。
石
刻
在
東
京
内
中
。）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
雲
麓
漫
紗
』

は
、
開
袴
二
年
(
―

二
0
六）

の
自
序
が
あ
る
。
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊

る
の
で
は
な
く
、
皇
帝
に
意
見
を
言
上
し
た
官
僚
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ

（
開
封
府
）
内
中
に
在
り
。
（
原
文
。
藝
祖
御
筆
、
用
南
人
為
相
、
殺
諫
官
、

ベ
ル
に
比
べ
て
格
段
に
下
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

為
し
、
諌
官
を
殺
す
は
、
吾
が
子
孫
に
非
ず
。
」
と
あ
り
。
石
刻
、
東
京

臣
下
、
敢
え
て
、
設
立
す
る
を
奏
請
す
る
者
有
ら
ば
、
文
武
群
臣
、
即
時

言
論
の
自
由
と
い
う
規
準
か
ら
見
れ
ば
、
明
代
の
レ
ベ
ル
は
宋
代
の
レ

に
劾
奏
せ
よ
。
犯
人
を
も
っ
て
凌
遅
し
、
全
家
、
死
に
処
せ
よ
。」


